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篠 田統資 料目録1(ア ンケー トとレポー ト)

ア ン ケ ー ト と レ ポ ー ト

[解説]

 多 岐 にわ た る先 生 の 日本 の飲 食 に関 す る研 究 業 績 の な か で,と くに力 を いれ た とお

もわれ るの が,鮮,餅 ・雑 煮,酒 に関 す る研 究 で あ る。 これ らの食 品 は いず れ も米 を

原 料 とす る もの で あ り,米 を め ぐる 日本 文 化 につ いて の 先 生 の 考 え は,『 増 訂 米 の

文 化 史 』(社 会 思 想 社 1977年)に 集大 成 され て い る。

 先生 の ライ フ ワー クの ひ とつで あ った 米 に 関係 す る食 品 め研 究 に あた って は,文 献

的 研 究,現 地 調 査 の ほか に,大 規 模 な ア ンケ ー ト調 査 を お こな って い る。 その 結 果 の

お お くは フ ィール ド ・ノ ー トとお な じ体 裁 のB5判 の 手 製 本 で保 存 されて い る。 また,

これ らの トピ ック に関 連 す る事項 を テ ーマ と して学 生 に レ ポ ー トを提 出 させ て,そ の

結 果 を 地 方別 に ま と めて 手 製 本 に した も の も残 され て い る。

 こ こで は,こ れ らの 資料 を,1 食 物 関係(191～256頁), 2 酒 造 関 係(256～

264頁),3 そ の他(264～268頁),の3部 にわ け て 目録 を あげ る こ と にす る。

1 食 物 関係

 アンケート結果を製本 したもののタイ トルには,「鮮」,「鮮 と雑煮」,「鮮 と正月料理」

の3種 類がある。いずれ も,鮮,雑 煮のつくりかたをを中心に,年 中行事と食物の関

係を調査 しているものである。タイ トルはことなっても,調 査票の項目には共通する

ものがおおい。また,お なじタイ トルでまとめられたもののなかで も,べ つの調査票

を使用している場合がある。活版印刷のぶんもあるが,調 査票のおおくは孔版(ガ リ

版)印 刷でつくられている。長期間にわたる調査の過程で調査項目を訂正 しなが ら,

あたらしく孔版を切 っては改訂版をだしたためであろう。細部での若干のちがいはあ

るが,調 査票を大別すると,[凡 例]の 項で例示するA～0の15形 式に類型化され る。

 調査票を使用 して収集 した資料のほかに,鮮,雑 煮,行 事食などに関連 して学生た

ちに提出させた レポートを合本したものがある。先生がさまざまな大学に出講 したさ

いに宿題として課 したものがおおいようであるが,そ れを学生の出身地別に整理 した

ものである。 したがって,ア ンケー トとレポー トが一体となって活用されることが望

ま しく,ア ンケー トの部 とレポ0ト の部を分離せずに,両 方を0緒 に地域別に配列す

ることとした。

 これらの調査は昭和20年代終りか ら40年代はじめにかけておこなわれたもので,そ
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れは日本人の食生活から地方色が消えていく寸前の時期にあたる。全国的な規模でお

こなわれた このアンケー ト調査の結果は,日 本の食事文化の地域性をしめす貴重な資

料 となろう。先生も大部のアンケー トの全部を利用 しての論考はされていないようで

ある。 この大量のデーターを再利用するためにはコンピュータを駆使 した整理が必要

であろう。

[凡例]

1)配 列

 アンケート票,レ ポートともに合本単位(製 本されずに袋入 りの資料は袋を単位に)

に,日 本列島を北から南へ くだるように地域別の配列をしてある。府県単位に北から

ならべたのであって,お な じ府県のなかでの配列順にはとくに原則をもうけていない。

 整理番号153以 後は2県 以上にまたがるものを北から南へ配列してある。このさい,

それぞれの合本に記されている複数の地域のなかから,も っとも北に位置するものを

代表として配列順をきめた。

2) タイ トル

 合本の背表紙に記された題名(袋 入り資料の場合は袋に書かれた題名)を そのまま

タイ トルとした。

3)[ ]

 [ ]内 は原本にはなく編者が記 した事項である。

4) アンケー ト調査票の形式

 アンケートにはA～0の15形 式の調査票が使用されている。それぞれの合本単位に,

どの形式の調査票によるアンケー トかわかるように,形 式名を記入してある。調査票

の形式を右頁以後 に例示 してお く。
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篠 田統資料 目録1(ア ンケー トとレポー ト)

形 式A

正月 とお祭 り 家の職業

       県  箒  恥  卿 年 月調
        階 シ洲赤ミソ舶 ミ酬 小豆善哉l l {ダ シの醐

    調元 則  1 1 【 l l l

      2日[ l i i i l l

    味3則  i I 【 l l i

       則  l l { 1 } 1御
餅 騰 鋼 薦i粟も難 鰯1ゆ でて1焼いて彫 暑聯 入

正 に元 則  1 { 1 1 1 1 1

雑湖}一 一 一
       日l l   l 【 1 [ i月

煮 根 菜1里芋 大根 人参 午葵    
具 青 み匡 ツ葉 ほうれん草 芹 瀦

    弁 加工品1白豆腐 樋 腐

料 箋 創 ぶり 鯛
    )加 工品i数 の子 鰹ぶし

     鳥 獣}鶏 鴨

  宝含爲  大豆 つくね豆 洗米

理 来艶 榿 柿 昆布

      くろまめ 人参 午勇 萄蕩 豆腐 数の子 田作り  煮 〆

      特にきまりものなし

  七草粥1作 る日 7日 入れる品物の名

  小豆剃  ・5目

  雛 蓬)i  日,

  骨正則  2・日

  神 社 神社名        祭神

祭 努 各  月 日より  月 日まで

礼 主 創 赤飯(強 飯)小 豆飯 瑚 飯 餅

料 す し{五 目鮮 巻鮮 押酢 鯖酢

理 その倒

  間 創 甘酒 あん餅 ぜんざい

雛 写 みこし 太鼓 鉾 鼻秦矯 穣 騒 嚢鱗 リ鴇 浄舗 蓮
る 行 事 ・踊り (     ) 寺の名   寺1所 在地 同字内

、同町村、・他苛村

該 当事項を○で囲み,適 宜書 き込 み又は書 き足 しを して下 さい。
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す しについて

この家の主婦 の出身地 県
郡

市 霧字

  

五 ち

目,
す り

しと
  

巻 の

す り

し巻
 )

  

稲油荷
揚すず

しし
 )

  

押箱

ずず

しし
 )

握

り

  
オ卯
力の
ラ花

鮮鮮
 )

馴?
れ毒

難
魚野入
と菜れ麹
とる

とを酢

魚
の
姿
す
し

そ

の

他

この地 方で
の呼び方

 (別名)

すし飯に塩や
酢の他に砂糖
を入れるか

中に入れ るのは
イ.白 め し
ロ.五 目め し
ハ 。具(午 勇な

  ど)を 一寸
  まぜ る

使用する魚及 野 菜 及 乾 物
その加工品  (高野豆腐麸
(カマボコ)な ど)

そ  の  他

海苔の他 に次のもので巻 く
イ.昆 布 ロ.青 の り
ハ.玉 子焼 二,

油揚の切 り方は
イ.3角 形
ロ.4角 形
ハ.う らがえ して使 う

魚 と飯 をつ けて お く期間
イ.2～3日 ロ.5～6日
ハ.7～14日 二.i数 カ月

ホ.

同上

壬i多謂 呈:姦謝

スシにそえる
植物 の種類 1竹の皮 笹の葉 シダの葉 柿の葉 バラン 肺 の葉 南天の葉

その他

(  )

昔作 って今作 らない とか、逆 に近年 から作 り出 したのは右端の 〔その他〕 の欄に しるして下 さ
' 、
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篠田統資料目録1(ア ンケートとレポート)

                形   式   B

1.家 族について,人 員を記入して下さい。

 ・家族は   名でその中    大人(20才 以上60才まで)   名
                老人(60才 以上)       名
                子供(10才 以上19才まで)   名

                幼児(10才 以下)      名

 ・家庭で主に誰が炊事にあたりますか。○印をしてください。

  おばあさん  おかあさん  おねえさん  おとうさん  おにいさん
  その他(       )

 ・おかあさんの出身地

         県  響  .霜 字
 ・おばあさん の出身地

         県  響   霧字
2.年 間作物  自宅で栽培するものに○印をつけてください。

 ・春(3月 中旬～6月 中旬)          一

  しゅんぎく  三つば  たけのこ  うど  ふき  なたね  そらまめ

  さやえんどう  うすい  にんじん  大麦  小麦  ごぼう
  その他(      )

 ・夏(6月 中旬～9月 中旬)

  きゅうり  白うり  なんきん  なす  とまと  青とうがらし  小豆

  みょうが  そらまめ  さやえんどう  まくわ瓜  たか菜

 ・秋(9月 中旬～12月中旬)

  ごぼう  さつまいも  じゃがいも  小いも  つくねいも  キャベッ

  小豆  ゆり根  はくさい  ほうれん草  らっきょ  たまねぎ
  ひねしょうが  なんきん  みょうが  ゆず  まつたけ  しいたけ

  大豆  あわ  そば  なんばきび  その他(      )

 ・冬(12月 中旬～3月 中旬)

  こいも つくねいも ゆり根  ほうれん草  はくさい ねぎ 大根
  にんじん  かぶ  ゆず  しいたけ  その他(       )

3.食 べたことのある食品一 家庭で料理して,一 度でもよい食べたことのある食品に○印をつ

  けて下さい。

  食パン  千うどん  うどん玉  中華そば  人造米  強化米  ひかり麦

  バター  人造バター  さし身  ソーセージ  ハム  かまぽこ  牛肉
  豚肉  鶏肉  山羊肉  きじ  山鳥(       )
  くじら  牛乳  山羊乳  コーヒー  ココア  紅茶  サイダー

  ジ3一 ス  マヨネーズ・ソース  ケチャップ  その他(       )

4.1日 の食物の量

 ・食事の回数は普通1日   回,   農繁期   回。

 ・1日に使用する穀物の量

  ごはんに 食分として 米 升 合 おかゆ 食分として 米 升 合

             麦   升   合          麦   升   合

           その他               その他

 ・その他副食に  魚類       やさい類       漬物類
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5.料 理方法 について,何 時 もよ くす る方法の順 に番号をつけて下 さい。

  イ.魚 類         ロ.獣 肉類        ハ.や さい類

    ()煮 つけ       ()煮 る        ()煮 きこみ

    ()焼 く        ()い ためる      ()い ためる

    ()生 でたべ る     ()油 であげる     ()ゆ でる

    ()油 であげる    ()焼 く       ()酢 のもの

    ()酢 のもの     ()そ の他      ()生 でたべ る

    ()そ の他                 ()そ の他

6,調 味料について一 現在,家 の台所 にある ものに○印をつ けて下 さい。

  塩 味噌 醤油 酢 食用油 バ ター類 ソース ケチ ャップ

  マ ヨネーズ ・ソース  こしょう  芥子  カレー粉  砂糖

 化学調味料(味 の素 や旭味な ど)  その他(       )

 ・主な調味料の一 ケ月大体の使用量 はどの くらいですか。

 塩 味噌 醤袖 砂糖_

  その他

7.嗜 好調査一 好 き ・嫌いに人数を記入 して下 さい。

1まぜず し1きつねず し1ま きず し1
にぎりず し

1カレー ライス襯 子 丼 す きやき

則  1  [ 1 l  l }
嫌i  }  1 1 l  l i

う ど ん1そ うめん パ ン1 かまぼ こ 睡 ま ご1油 あ げ と う ふ

好l  l  l 1 i  l 1
姻  l  i 1 i  l 1

【さ か な1に く 類1バ タ噸1ソ ーセージ ・ハ ム1 さ し身1牛 判 山 羊 乳

好i  l  l 1 1  ! [
姻  1  【 1 i  l
8.お 盆の ごちそ う一 〇でか こんで下 さい。又 はその他記入 して下 さい。

 ・3日 間をとお して仏だんにお供 えす るものをあ げて下さい。

  はすの葉に  うり  はす  ほ一ず き  きび  ささげ  柿  里芋

  (小い もの葉)

 お菓子(七 色)

 ・日によ ってかわ った料理をお供え しますか。

13日の夜のごちそ う 1

14日 の朝  〃

昼  〃

おやつ

15日 の朝  〃

昼  〃

おやつ

夜  〃

見送りの時

・盆 の仏等にだけ使用す る食品があ りますか。

ソーメン  すいか
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篠田統 資料 目録1(ア ンケー トとレポー ト)

形 式C

慣 行 食 品 調 査 票 (該当する欄又は項目に0を つけて下さい特に多いものは◎稀に作るものには△を)

おお

芳雑
の煮

み 清 小ぜ
   豆んそ し

汁 汁  い

 【鳥 魚 生入

ざ隣 を鐸
頭 大 豆 三 そ  そ 削

     ツ餅 の 惣
芋 根 腐 葉  菜 他  を

元  三

昇作 ケ作
ける 日る

祭御

礼馳

の走

祭礼の季節 餅箆 讐1薩 贈 霧字
春 夏 秋 冬

講
黎

鮮を作る時期
5  入 れ る 魚 の 種 類

漬 け こ む 期 間

祭 礼鮪 来
その他

客赤身の
  魚

白身の魚 ジ ヤ コ
その他使う
魚の名を入れ

る
当 日一 夜 二三 日十 日以 

内
それよ

り長 く

吾3
ぜiし

擬
羅

壁
押霜
ずず

しと 1
鯖曾

ずず
しと

一

イツの
カナ姿
 シず
等 し

海な

鱒
の し 1} l

i

川な

碍
の し

1

魚とと
糀野
の

菜鮮 9

細
縫1
そ二

のギ

他 リ
ネ変 ったものは名前 をか き入れて下 さい。
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                形   式   D

・鯉 の住所  鷹 嘉  籍  講

2 正月 の雑煮は(元 日だけ 3ケ 日だけ 5日 まで)作 る。

 a.味 ソ汁  清 し汁  小豆ぜんざい  キナコモチ  ナ ッ トわ モチ

 正月の 雑煮 には

 b.鳥 獣肉を入れる  魚を入れる  生臭物は入れない

 c.頭 イモ  ミツバ  大根  蕪 ・人参  トウフ  鰹節(ふ りかける) ・その他

3 祭礼の御馳走 は

 a.祭 礼は 春,夏,秋,冬

 b.ラ チ  ダ ンゴ  五 目ズシ  五 目メシ  鯖ズ シ  其の他 を作 る

4 貴方の郷里では家庭で どんな"ス ジ を作 りますか

祭

礼

五 目ズシ(享多 ズシ)

正

月

節

句

・

随

 
時

来

客

・

遊

山

遠

足

・

魚の種類は 赤 身 白身 チ リメンジャコ
そ の他使 う魚の名

マ キ ズ シ(ノ リ マ キ)

イナ リズシ(キツネズ シ)

イ シズ シ(尖 最ズシ)

ニギ リズシ(東 京 ズ シ)

鯖 ズ シ(キ ズ シ)

姿 ズ シ

ナ  レ  ズ  シ

魚 と野菜 とコウジのス シ

オ カ ラを 入 れ る ス シ

其 の 他

5 五 目ズ シの材料にどんな ものを使 います か。

  サバ チ リメンジ ャコ ハナガツオ タマ ゴヤキ カンピョウ シイタケ ユバ

  コウヤ ドウフ アゲ ドウフ コ ンニャク ズイキ ダ イコン ゴボウ コイモ

  ニンジン ホ ウレンソウ ミツバ その他(     ) 薬味にシ ョウガをふる

6 鯖ズ シに就いて

  鯖ズ シは  普通 に  稀に作 る  全 く作 らない

 a.材 料

   塩鯖  塩鯖を塩出 しして  生 さば  他の魚(イ ワシ,ア ジ,フ ナ,ア ユ)

 b。 漬け方

   どの位の期間漬けますか  当日  一夜  二～三 日  十 日以 内

   ど うして漬けますか   酢  塩  酒  その他

 c.圧 をす る時何で包みますか  竹 の皮  笹の葉  バ ラン、 そ の他
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篠田統資料目録1(ア ンケートとレポー ト)

7 馴れず しに就いて

  馴れズ シは 普通に, 稀に作 る, 全 く作 らない

 a 材料

   海魚(サ バ, サケ, ニシン, ハタハ タ, その他         )で 作 る。

   川魚(フ ナ, コイ, ワタカ, アユ, マス, ウナギ       )で 作 る。

 b 漬け方

   どの位 の期間漬 けますか

    2～3日, 10日以 内, 1月 位, 3ケ 月位, 6ケ 月位, 1年 以上

   どうして漬けますか

    米飯  コウジ  塩  酒  その他

  (該当項目又は欄 に○印をつ ける,特 に多いものは◎,稀 に作 るものは△をつけて下さい)

                     京都学芸大学 動物学研究室  川勝 正 彦

             慣 行 食 品 調 査 票

 此の調査 は食生活研究の一部 として,全 国的に"ス シ"の 分布を知 るために実施 している もの

です。
    む  む くコ

 貴方の御郷里ではどの様な"ス シ"を 作 ってお られるで しょうか御手数ですが調査項 目にお答

え下 さい。又此の調査項 目にない様 な珍 しい"ス ジ とか,"ス シ"に 関す る些細な事柄で も御

気付の点を余 白に記入 して頂ければ幸甚に存 じます。
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形 式E

慣 行 食 品 調 査 票(祭 礼の部) 昭和 年調

県
郡
市

村 字 姓名

氏
神 神社騰 寺院 寺(院) 宗

祭

禮

祭
り
の
料
理

酢

の

作

り

方

日 時1 月 日 ・ 月 日 ・ 月 B

神 則 なレ 有り・ 基 その種類

器幽 蟻1な い 有り・その轍

太 鼓1な い 有り働 かさぬ洩 く,か栄 :大 き さ

舞 踊 なし嘲 ・璽 男・女 ・童・静 壮年・老人 嶺 宮 ・道 中 ・特定の所

音 剰 なし・有り歌 大轍 小轍 笛 幟 ささら誤 他

そ の 他1

料 副 繕 すき焼(肉,尉 煮 〆など・小豆飯 轍

す し匡 臨 巻きすし,撒 稲撫 繍 その他( )

其 姻 餅(そ の誠 紹で包耀 を包む)・甘酒・団子

五 目 鮮

(ば ら ず し)(散 し 鮮)

巻 す し(
の り 巻)

押   鮮
(型 ぬ き 酢)

魚

生
臭
き
物

同

上

同

上

野
菜

乾
物類

調 酢

味 塩

料 砂糖

同

上

1同 酢
  塩

上  砂糖

同

上

同 酢
  塩

上 砂糖

飯
の
加
減

軟 く

中

硬 く

  軟く同

  中

上  硬く

  軟く同

  中

上  硬く

(稲 荷 飾狐,あ げ鮮)1蕩 三角 に切る ・矩形に切 る ・裏返す 陀
酢めし ・牛葬 ・五 目め し

鯖 酢

姿   酢

馴 れ 鮮

魚
の

種
類

漬
け
こ
む
期
間

即 日 ・1夜 ・数 日

即 日 ・1夜 ・数 日

数日 ・数週 ・数月

讐 竹ノ皮 ・昆布 ・バラン

昇 竹の皮 ・バラン・笹

雛 鷺 づ諺'柿 の

おか らを入れ るもの(

野菜や糀 を入れ るもの(

鮮):磯

 ):q
野菜

薬味
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篠田統資料目録1(ア ンケートとレポート)

                形   式   F

 下記の項目にお答え下されば幸甚に存じます

  (該当項目には○印をつけて下さい)

1 住所       郡       村       部落

2 貴方の所ではどんなスシを作りますか,又 どういう時に作りますか。

マ

キ

ズ

シ

ニ
ギ
リ
ズ

シ

バ

コ

ズ

シ

イ
ワ
シ
ズ

シ

ア

ユ

ズ

シ

フ

ナ

ズ

シ

鯖

ズ

シ

カ

ヤ

ク

飯

(
チ
ラ
シ
ズ

シ

バ

ラ

ズ

シ
)

五

目

ズ

シ

祭 礼(月 日)

婚 礼

集 会 ・会 合

遠 足 ・遊 山

葬 式

随 時

3 五 目ズ シの材料にどんな ものを使います か

 サバ チ リメンジ ャコ ハナガ ツオ タマゴヤキ カンピョウ シイタケ ユバ

  コウヤ ドウプ アゲ ドウフ コンニャク ズイキ ダイコ ン ゴボウ コイモ

 ニンジン ホウレンソウ ミツバ ソノ他(具 体 的に)(   )(   )

4 ニギ リズシの材料 にどんなものを使いますか

  タコ イカ サバ イワシ トリガイ(マ テ) カイバシラ タマゴヤキ ソノ他( )

 アカガイ

5 鯖ズ シに就いて

・・材 料 塩サバ 塩サバを塩出しして 生サ・・ 他の魚 麟 弦 イワシ}

 b.漬 け方  どの位の時間漬けますか     時間    日間位

       どうして漬けますか 酢 柿酢 塩 酒 ソノ他( )

 c.圧 をする時,何 で包みますか。

  竹の皮  笹の葉  バラン  ソノ他(       )

ど うも有難 うございま した。
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7 押れず しに就いて

  押れズシは 普通に, 稀に作 る, 全 く作 らない

 a.材 料

   海魚(サ バ, サケ, ニ シン, ハタハタ,そ の他          )で 作る。

   川魚(フ ナ, コイ, ワタカ, アユ, マス, ウナギ       )で 作 る。

 b.漬 け方

   どの位 の期間漬 けます か

    2～3日, 10日以 内, 1月 位, 3ケ 月位, 6ケ 月位, 1年 以上

   どうして漬けますか

    米飯, コウジ, 塩, 酒, その他

 (該当項目又は欄 に○印をつ ける,特 に多い ものは◎,稀 に作 るものは△印をつけて下さい。)

                     京都 学芸大学 動物学研究室  川勝 正治

             慣 行 食 品 調 査 票

 此の調査 は食生活研究の一部 として,全 国的に"ス シ"の 分布を知るために実施 しているもの

です。
      む む

 貴方の御郷里で はどの様な"ス シ"を 作 ってお られ るで しょうか。御手数です が調査 項目にお

答え下さい。又此の調査項目にない様 な珍 しい"ス シ"と か,"ス シ"に 関する些紳な事柄で も

御気付の点を余 白に記入 して頂ければ幸甚 に存 じます。
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篠田統資料目録1(ア ンケートとレポート)

                形   式   G

 播州赤穂方面では,イ ナ・コノシロ等で 半馴スシを作る軌 に塩及酢をし 之を姿スシにつ

け 5-10日 おいて喰べる(中 略)こ の半馴スシの東の分布は,ど こかどこまでか きNた いの

だ 網干は作る 飾 は作る 作らぬの両説あり どこでは作る 作らぬ どこでは数年(数

十年)前 は作った(中 略)そ の他スシの類 ソレを作る機会(祭 吉日 遠足等)作 り方(特 に

材料)な ど 判るだけ 教えてほしい 郡村 出来れば字も知らしてほしい (原文窩)

  上記のすしを    現在    作る

            昔    作った   年前頃

                  作らない

   不要の部分//で抹消

  普通のすし  巻すし  箱すし  五目すし  にぎりすし  さばすし  を作る

   作らぬものは抹消

  特殊のすし  名称            材料

         作り方

作る機会

 現在作る           年前作った

県      郡
町 字

村

2①3
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お料 理 調査1

形 式

部落名

H

昭和  年  月

◎ お正月料理  該 当に○を して下 さい

 1.ぞ うにについて

  α)お もちは……小餅(丸 もち)・切 もち(の しもち)・粟 もち ・その他(       )

    お もちの入れ方は……生のま い ゆでて ・焼 いて ・其他(          )

    元 日,2日,3日 とも同 じですか  同 じ,ち がう(ち が う場合は下へかいて下 さい)

 1p)調 味について

   汁は…… しょうゆ汁(す ま し汁)・赤 みそ汁 ・白みそ汁 ・あず きのぜん ざい

       其他(          )

    ダ シは何を用いますか……

   元 日,2日,3日 とちが う場合 は下へかいて下さい

  の ぞ うにへ入 れるもの

    野菜 ・かんぶつ類…… さといも ・大根 ・人 じん ・ごぽう ・みつば ・ほうれんそ う

             その他 ……

    鳥獣魚類 は……ぶ り ・鯛 ・削 りぶ し ・鶏 ・鴨 ・其他……

 2.お 正月のに しめにす るものは

    黒豆 ・こんぶ ・ごぽ う ・人 じん ・こんに ゃく ・とうふ ・其他……

 3.七 草がゆに入れるもの……芹 ・水菜 ・ね ぎ ・ほうれんそう ・結球白菜 ・人参 ・さとい も

 4.15日 正月に用い るもの……
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榛田統資料目録1(ア ンケー不とレポー ト)

◎ 神 祭 料 理  神社名

ユ.

2.

3.

4.

5.

6.

              祭神

   祭礼日・…・藤(稻 月 日)秋 祭儒 月

主 食 は……白め し ・赤飯 ・強飯 ・こも く飯 ・餅 ・其他……

す し は……五 目す し ・巻ず し ・板 こぶず し ・押ず し・すが たず し

      其他……

さ し み は……かっお ・たた き(かつお)・さば ・其他……

くみ ものは……かまぼ こ ・高野 とうふ ・えび ・其他 ……

果   物……みかん ・かき ・りんご ・其他……

菓 子 類……

そ の 他……

◎ 婚 禮 料 理

  婚礼の時 特に用 う料理 を下へかいて下 さい

  生づ くり……鯛 ・黒鯛 ・その他 ・…

   いせえび ・その他 ……

◎ 葬 式 料 理

  葬式の時 特別に用 う料理は何 々ですか

   こうや豆腐 ・あげ豆腐 ・しいた け ・そうめん ・其他 ……

日)
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形 式 1

混 合

巻

に ぎ り

姿 ず し

箱 ず し

すしの種類

ちらしず し

む し ず し

の り ま き

玉 子 ま き

きつねず し

さ ば ず し

箱 ず し

地方
市 販
の

有 無

家 で作 る機会

祝事・葬祭 ・
遊山 ・来客
等

材 料

 附南 天
・バ ラ

ン ・シ ョウ

ガ ・つ け も

の等

容  器箱
・皿・竹 皮

バ ラ ン等
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篠 田統資料 目録1(ア ンケー トと レポー ト)

形 式 J

慣 行 食 品 調 査

勤 務 校1

父兄の職剰

寺

神

院

社

宗

〃

〃

社,祭 神

〃  〃

〃  〃

派

〃

〃

祭

〃

〃

寺

〃

〃

月

〃

〃

日

〃

〃

用水の種類

主食(麦 の混入割合)

主な食料品 土地で出来るもの

    移入するもの

正

月

節

句

春秋

祭

礼

す

し

    味噌汁 小 餅雑 煮    清 汁 
切 餅

    作 る  必ず入れる実七草粥    作らぬ

小豆粥(15日) 作る  作らぬ

日より  必ず入れる実
日まで

時に入れる実

三 月

五 月

七 月

九 月 十一月

彼 岸

御 馴 走

すし(種類)

甘 味 品

種 類

五 目 鮮

巻  酢

押(筥)鮮

馴 れ 酢

そ の 他

材 料 作り方 使ふ機会

正月 節句

全 上

祭

祭
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市

郡

町

村

形

字

式 K

該 当項 目又は該 当欄に○印をつける。

I

H

n

正月の雑煮    醤油汁(清汁) 味噌汁 小豆ぜんざい。

祭禮の特別料理  餅 だんご 鮮

特に酢について(民 家でふつう作る酢)。

入 れ る餅 は

 i生,焼 いて

 ii   ノ』＼餅(FI≡ヌ餅)

 通 切 餅

種 類

五 目 ず し

(ばらず し)

押 ず し
(大阪ず し)

いな りず し

(あ げ 解)

と う ず し

(おか ら鮮)

馴 れず し

鯖 鮮

鮎 ず し

其 の 他

作 る 時 期

剰 鯛 吉凶圏 その他

材 料

魚  野 菜
つ くり方,そ の他
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篠田統資料目録1(ア ンケートとレポー ト)

               形 式 L

家 庭 関 係 慣 行 食 品 そ の 他 調 査
姓

名

県
郡
市 撫 土着  外来 よ り

神社 祭 月  日 月  日 月 団

寺院 寺

正月

新

旧

1

月お

く
れ

二月

三月

彼岸

四月

五月

六月

七月

八月

雑煮  スマ シ汁 ・白みそ ・赤みそ ・小豆 ・ダ シ汁

餅は  小餅 ・切餅  煮 ・茄 ・焼

日によ って違 うな らば  1日 は

2日 は       3日 は

いつ迄 作るのか      日まで

中に入れるもの

    4日 は

気がむ くまで いつまで も

七草粥 作らぬ 作る(中 に入れるもの

小豆粥  10日  20日   日 作らぬ

)

山之神

大義長

粥 占

日

日

日

初午
節分

節句 新 ・旧 ・1月 お くれ

   御馳走

初節句  男  女

一般に

特に春

特に秋

卯月 日  行事
     大道花 たてぬ ・たて る(花 は 形は )

節句  新 ・旧 ・1月 お くれ

   行事

   チマキの形

苗代  祭祀

作り方

田植  行  事

   御 馳 走

   さなぶり

津島(ギ オ ン)祭

虫送 り

盆 新 ・旧 ・1月 お くれ 墓そ うじ

   迎え    日  送 り   日

   食物
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県

形

郡

式 M

村

部落の名前(区 又 は大字 くらい。但風俗 が変 ってれば小字で も)

戸数

人 口

神社

寺院

民

間

信

仰

そ

の

他

雑

全戸数

漁 業(兼 業をふ くむ)戸 数(概 略でけ っこうです)

その他の非農家戸数 ( 全 上  )

全人口

もし海女がいればその概数

社 名(合 祀してあれば各部落に昔あった社名を括弧に入れて下さい)

祭 神(沢 山あれば主なのと他幾柱として下さい)

祭 日(数 回あれば主なのの他は括弧に入れて下さい)

寺 名(余 り沢 山な ら主 な寺につ いて他何 ケ寺 として下さい)

宗 旨

火伏せの神さんは ④愛宕 @秋 葉 ⑳その他 e祀 らぬ

厄病よけは ④祇園 @津 島 ◎牛頭天王 eそ の他 ㊨祀らぬ

山の神を ④祀る(祭 ればその月 日) @祀 らぬ

田神(野 神).を ④祀る(全 上 ) @祀 らぬ

磯神(浜 神)を ④祀る(全 上) @祀 らぬ

水神(龍 神)を ④祀る(全 上 ) @祀 らぬ

川裾(カ ワウソ)祭 り ④祀 る(全 上 ) ◎祀らぬ

屋敷神(地 神,先 祖神とも)を ④祀る ◎祀らぬ ◎祀る家と祀らぬ家とがある

祀れば ④屋敷内で ◎墓地で ◎その他で

道祖神(サ イの神) ④祀る(祀 ればその月 日) ◎祀 らぬ

盆の行事は  ④新暦で @旧 暦で ◎一ケ月おくれで

盆踊 りは何 日にや りますか

地蔵盆は何日ですか

墓は  ④埋める所と参る所とが同じ ◎埋める所は別にある

村にはどんな講が残っていますか

㊨津島講 ◎金刀比羅講 (D出雲講

◎その他

④伊勢講 ◎愛宕講 ◎秋葉講 e祇 園講

㊦大師講 ⑪観音講 ⑭尼 講 ⑰大子講

男子の陰部の名称

女子の陰部の名称

月経 の ことを何 とい うか
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篠田統資料目録1(ア ンケー トとレポー ト)

         県        郡 村

部 落(大 字又は区)名,風 俗が変 っていれば小字で も

婚姻

正

月

料

理

鮮

露
、

す

と

に

つ

い

て

、

祭

禮

結婚範囲は原則として  ④部落内 ◎村内 ⑳郡内 e不 定

結婚したら  ④嫁は直ぐ婚家に入る ◎暫くは婿が嫁の家に通ふ

息子が結婚したら親達は  ④同居する ◎別居する ◎富家でのみ別居

雑

煮

そ

の

他

雑煮 を作るのは  ④元 日丈 ◎1,2日 ◎三ケ 日 e気 が向 く丈 ㊥作 らぬ

雑煮 の味付は  ④醤油(ス マ シ) ◎ 白みそ ◎赤みそ ㊥小豆 のゼ ンザ イ

 もし日によ って違 うなら  1ｩ 2◎ 3⑳ とゆう風 にかいて下 さい

雑煮に入れる餅は  ④小(円)餅 ◎麗斗もちを切って

餅の入れ方は  ④生マのま ～ ◎ゆでて ◎焼 いて

 もし日によ って違 うな ら   v 2◎ 3◎ とゆ う風にかいて下 さい

雑煮には  ④生臭さものを入れない ◎魚を入れる ◎鳥 e獣 肉を入れる

野菜も  ④何も入れない ◎芋 ◎大根 ㊥豆腐 ㊨青味 ㊦其他を入れる

祝儀物として  ④鯛 ◎獅 ◎その他の魚を必ず並べる

七日には七草粥を  ④作る ◎作らぬ

小豆粥を  ④作 らぬ ◎15日 に作 る ◎その他 の日に作る

五 目鮮(バ ラず し,散 らし鮮)に は ④魚を入れない
を入れる

@ジ ャコを入れ る ◎魚肉

巻すし(海苔巻)に は  ④魚を入れない ◎魚を入れる

押鮮(型 ぬき酢)の 材料

稲荷す し(狐 す し)の 油揚 は  ④三角 にきる ◎四角にきる

同上 中に入れる飯は  ④白めし @牛 勇めし ◎五目めし

握り酢を家庭で作るならその原料の魚の名前

鯖鮭が  ④作らない ◎作る即日たべる ⑳数日漬けておく

その他の魚 の姿酢(た とえばイナ ツ トシなど)を 作ればその魚の名

米 の代 りにオカ ラをっ める鮮(卯 ノ花鮮 おまん鮭)が あればその魚の名

野菜 と魚 と糀 とつける鮮(ス シ漬)が あればその魚や野菜の名,並 びに?け こむ日数

 をかいて下 さい

魚(塩 を した又 は生マの)と 米飯を交互につめ重石を して数 日及至数ケ月つけ こむ馴

 れ鮮があればその魚 の名 と漬けこむ 日数

その他変 った酢 があ りますか

祭りの料理は  ④本膳 ◎スキ焼 ◎煮〆

めしは  ④白飯 ⑰小豆飯 ◎コワメシ e五 目酢 ㊧巻鮮 ㊦其他の鮮

その他  ④餅 @鱈 餅 ◎ダンゴ ㊥甘酒等を作りますか

祭 りには  ④神輿あ り ◎な し ⑳山車,曳 山などあ り ㊥な し ㊧特殊の行事あ り

附 鮮を包み,又 は鮮に添 えるのは ④竹ノ皮 ◎バ ラン ◎笹 の葉 e柿 の葉 ㊧その他

            211



国立民族学博物館研究報告別冊  8号

形 式 N

郡
市 醤字

氏 神 神 社  祭 神

祭 礼  本 祭 月 日 月 日 月 日

部落にあるその他 の社

愛宕 砥園 八幡 天神 金刀比羅

祭祀の當番

 頭(頭 屋,お とろ)   名

 頭の集り     月   日

 頭わたし

順番  選挙  関取

   月   日 月 日

寺

寺

寺

宗

宗

宗

派

派

派

部落にあるその他の堂塔

( ) 観 音

株(マ キ,地 下などとも) 有 り 有 った  無 い  有 る家と無 い家 と

株の名前

   株

   株

   株

戸

戸

戸

株

株

株

戸

戸

戸

株
株

株

戸

戸

戸

地神の名前

 先祖神で

神(

神(

 特に名は判らぬ

株)

株)

( 株)

地神の位置(大 木のそばな ら木 とか きそえる)

本家の邸内

村   内

山   中

株)

株)

株)

地神 の 、り

 先祖(地 神)講 本家  廻 りもち  行はない

特殊の祭事

 山の神

 田の神

 野 神

 水の神

月

月

月

月

日

日

日

日

道祖神

大将軍

川裾神

月

月

月

月

日

日

日

日
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形 式 0

慣 行 食 品 調 査 票(正 月の部) 昭和 年調

県
郡

市
村 字 姓

名

氏
神 神社 祭

神
寺
院 寺(院) 宗

お

雑

煮

正

月

料

理

行

事

祝 ふ 日 数1 1日 だ け ・1,2日 ・三 が 日 ・気 がむ く問 いつ まで も

入れるお餅

調 味 法

小(円)1餅 ・の し餅 を切 って ・生 のま ま ・茄で て ・焼 いて

もし日によって違ふならば 元日は 窺2日1薩3日 唯

ス マ シ

醤油汁 ・みそ汁(白 みそ ・赤みそ)そ の他

細 螢 つて元日は韓2日 嘱 毫

   スマ シ
3日 は 白みそ

   赤みそ

だ し 陣 布 ・かつを節 ・漁 ・魚 ・鰐 肉 ・牛 肉

汁 生 臭 さ1魚(そ の醐 名

の 野 剰 芋(親 芋 ・小芋)・大根 ・豆腐 ・青味 ・その他(

)・鳥獣 肉(そ の種類名 )

)

実 そ の 他1数 の子 ・卵 ・その他( )

小 豆 ぜ ん ざ い1元 日 ・2日 ・3日 ・3ケ 日 ・4日 以 後

祝 儀 物1に らみ鯛 ・ぶ り

煮 〆

その他の特別
の料理

七 く さ 粥1作 らない ・作 る(入 れ る草又は野菜の名 )

小 豆 粥1作 らない ・作 る(・5日 ・2・日 ・そ の他 の 日 )

若 水1汲 まぬ ・汲む(井 戸 ・川 ・泉 ・騒 外の特定 の水 )

年 始 矧 男子 日 ・女 子 日 ・僧 侶 日

㌦ 莞 ど辱1・4日 ・・5日・
日;街 角で ・神社で ・その他( .)

山 の 訓 祀らぬ・祀る 日 ・家内で ・氏神で ・山神で(裏 )

痘とこ なう1'1
や らぬ ・や る 日 ・家 で ・宮で ・寺 で ・その 他( で)

そ の 他
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001 鮭と正月料理 秋田 矢島 昭四〇

                            B5判 89件 形式A

 内扉に秋田県由利郡矢島町由利町鳥海町 矢島高校調べと記載され手書きの地図が

挟んである。昭和40年11月 に矢島高校 においてアンケー トをとったもの。

旧 次]

 1.町部/城 内 ・栄町 ・豊町 2.北部/木 在 ・立石 ・小杉沢 3.東部/須 郷田 ・新ラ

町 ・九日町 ・郷内 ・新荘 4.南部/荒 沢/針 ケ岡 5.七 日町 ・水上 ・川部 ・堀苗代 ・

上の山 ・田中 6.矢 島 7.由利/吉 沢 ・新上条 ・山本 ・久保田 ・飯沢 8・由利 9・鳥

海北/伏 見 二階/沢 内 ・堤鍋 ・久保 ・鶴田 10.鳥海/男 鹿内 ・平林 ・虎杖平 11・

鳥海 12.住所不記載

002酢 と正 月料 理 山形 鶴 岡 昭 四〇

                            B5判 85件 形 式A

 昭 和40年io月 の ア ンケ0ト 。 内扉 に山 形県 鶴 岡 市 東 田川 郡 西 田川 郡 の 記載 が あ り手

書 きの 地 図 が 添付 さ れ て い る。

旧 次 】

 1.町 部/大 宝 町 ・宝 ・泉 ・五 日 ・八坂 ・紙 漉 ・上肴 ・八 日 ・銀 ・七 軒 ・大 海 2.遠

賀 原 ・谷 定3.長 崎 ・面 野 山 ・平 田 ・豊 田 ・本 田 4・大 山 町 ・大 山 ・菱 津 ・向 町5.

馬 町 ・西 目 ・水 沢 ・大 広 6.湯 野浜 ・加茂 ・油 戸 ・由 良 ・三 瀬 ・小 波 渡 7.日 吉 町 ・

末 広 町 ・山 王 町 ・土畑 町 8.鶴 岡 市 9.田 川 郡 温 海 町/五 十川 ・山五 十 川 ・湯 温海 ・

越 沢 ・鼠 ケ 関 10.住 所 不 記載 11.酒 田市 新 潟 市

003酢 と正月料理 山形 大石田 昭四〇

                            B5判 68件 形式A

 昭和40年10月 のアンケー ト。内扉に山形県北村山郡大石田の記載があり,手 書きの

地図が添付されている。

旧 次]

 1.黒滝 ・横山 ・来迎寺 ・小菅 ・田沢 ・楯 2.大石田 ・本町 ・新町 ・庚申町 ・四日町

3.大石田町 4・住所不記載

004鮭 と正月料理 山形 天童 昭四〇

                           B5判 100件 形式A

 昭和40年12月 のアンケー ト。内扉に山形県天童市の記載があり,手 書きの地図が添
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付 され て い る。

旧 次]

 1.天 童 ・北 目 ・老 野森 ・久 野 本 ・向原 ・小 路 2.山 元 ・下 貫 津 ・貫 津 ・上 貫 津 3.

一 日町 ・三 日町 ・五 日町 ・九 日町 ・田鶴 町4.天 童 市5.住 所 不記 載

005 鮮 と正月料理 山形 新庄 昭四〇

                            B5判 71件 形式A

 昭和40年10月 のアンケー ト。内扉に山形県新庄市最上郡の記載があり,手 書きの地

図が添付されている。

旧 次ユ

 1.町部/末 広 ・吉川 ・若葉 ・北紙漉 ・東 ・石川 ・下仲 ・常盤 ・川原 ・上堀端 2.中

山 ・十 日町 ・沼田 ・小田島 ・金沢 ・五日町 ・升形 ・塩野 3.新 庄市 4.最上郡/最 上

町 ・瀬見 ・大堀 ・向町 ・富沢 ・赤倉 5.最上郡/舟 形町 ・紫山 ・長沢 6.最上郡/大

蔵村 ・清水 ・戸沢村 ・向名高 ・鮭川村 ・石名坂 7.最 上郡/真 室川町 ・金山町

006 1詐と正月料理 山形 寒河江 昭四〇

                            B5判 83件 形式A

 昭和40年10月 のアンケー ト。内扉に山形県寒川江市,西 村山郡,東 村山郡,天 童市

の記載があり,手 書きの地図が添付されている。

旧 次]

 1.寒川江町 2.日田 ・本楯 ・高屋 ・皿沼 3.柴橋 ・平塩 ・中郷 ・清助新田 ・白岩 ・

八鋤 ・上河原 4.幸 田 ・船橋 ・六供 5.寒 川江 6.西村山 ・河北町 ・西川町 ・大江町

・朝日町 7.東村山 ・中山町 ・山辺町 ・山形円応寺 ・宮 8.天童 ・蔵増 9.住所不記

載

007 酢 と正 月料 理 山形 尾 花 沢 昭 四〇

                           B5判 101件 形 式A

 昭 和40年12月 の ア ンケ ー ト。 内扉 に山 形 県 尾 花沢 市 の記 載 が あ り,手 書 きの地 図 が

添 付 され て い る。

旧 次1

 1.荻 の袋 ・野里 沢 ・芦 沢 ・名 木沢 ・和 合 ・田沢 ・寺 内 ・牛 房 野 ・南 沢2・ 正厳 ・丹

生 ・押 切 ・上 ノ宿 ・行 沢 ・北 郷 ・鶴巻 田 ・市 野 々3.取 上 ・古 殿 ・下 原 田 ・六 沢 ・粟

生 ・上 柳 渡 戸 ・下 柳 ・荒 町 ・延 沢 ・鶴子 ・細 野 ・畑 沢4.尾 花 沢/上 町 ・横 町 ・寺 町
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・新 町 5.尾 花 沢市

008 鮭 と正 月料 理 山形 米 沢 昭 四〇

                           〇5判 50件 形 式A

 昭和40年11月 の ア ンケ ー ト。 内扉 に山 形 県 米沢 市,東 置 賜郡,西 置賜 郡 の記 載 が あ

り,手 書 きの 地 図 が 添 付 され て い る。

[目次]

 1・市 街/表 町 ・立 町 ・長 町 2.市 街/花 沢 町 ・住 之 江 町 ・玉 の木 町 ・万 世 町 ・通 町

・上 野 町 3.市 街/袋 町 ・土 手 内町 ・屋 代 町 ・門東 町 ・免 許 町 4.市 街/御 小 者 町

・代 官 町 ・木 場 町 ・木 場 仲 町 ・信夫 町 ・同心 町 5.宮 井 ・窪 田 ・川 井 ・竹 井 6.笹 野,

芳 泉 町,関 小 白布,板 谷 7.赤 芝 ・入 田沢 ・八 谷 8.東 玉 置郡/川 西 町 ・時 田 ・玉 庭

・高 畑 町 ・一 本 柳 ・福 沢 ・糠 野 目 ・和郷 村 ・西 落 合 ・赤 湯村 ・二 色 根 ・宮 内町 ・宮 内

 9・西 置 賜郡/飯 豊 町 ・手 の 子 10.住 所 不記 載

009 mと 正 月料 理 福 島 喜 多方 昭 四 〇

                           B5判 144件 形 式A

 昭和40年11月 の ア ンケ ー ト。 内扉 に福 島県 喜 多 方 市 の 記載 が あ り,手 書 きの地 図 が

添 付 され て い る。

[目次]

 1.松 山町 ・吉志 田 ・関 根 ・高 畑 ・村 松 2.岩 月 町 ・入 田不 治 里 ・大 沢 入 ・大 沢 ・上

田 ・稲 村 3・関柴 町 ・関柴 ・下 柴 ・入柴 ・平 林 ・京 出 ・中里 ・沢 田 ・上 高額 ・上 勝 ・

下 勝 ・西 勝 ・布 流 ・打 入 ・家 の前 ・西 中 明 ・堂 の上 4.熊 倉 町 ・熊 倉 ・金 沢 ・本 林 ・

小 沼沢 ・雄 国村 中 ・雄 国川 前 ・五 軒 丁 ・高柳 ・芦 平 5.豊 川 町 ・一 ノ堰 ・下 高 額 ・田

・渋 井 ・太 郎 丸 ・高吉 ・長尾 ・中田 ・南 ノ台 6 .慶 徳 町 ・新 町 ・松 舞 家 ・新 宮 ・天 神

塚 ・原 添 ・今 町 7・上 三 宮 町 ・上 三 宮 ・下三 宮 ・山本 ・細 谷 ・見 頃 ・吉 川 ・新 屋 敷 ・

擁 山 8.新 町 ・本 四 ツ谷 ・上 町 ・北 町 ・本 町 ・南 町 ・寺 町 ・塗 物 町 ・縁 町 ・新 仲 町 ・

常盤 町 ・花 園 町 ・諏 訪 町 ・幸 町 ・下 町 南 部 町 ・新 道 町 ・菅 原 町 ・桜 ヶ丘 町 ・栄 町 ・末

広 町 ・雲 雀 ヶ丘 町 ・長面 ・御 清 水 町

010酢 と正月料理 福島 会津若松 ・耶麻 ・河沼 昭四〇

                           B5判 142件 形式A

 昭和40年11月 におこなった調査。内扉 に福島県,会 津若松市,耶 麻郡,河 沼郡の記

載があり,手 書きの地図が添付 されている。
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旧 次]

 1・会 津 若 松 市/上 荒 久 田 ・八 幡 ・滝沢 ・徳 久 ・黒 岩 2.会 津 若松 市/七 日町 ・城 東

町 ・愛 宕 町 ・東 栄 町 ・千 石 町 3.耶 麻郡/西 会 津 町 ・尾 野 本 ・野沢 ・地 境 4.耶 麻 郡

/山 都 町 ・一 ノ木 5・耶 麻 郡/熱 塩 加納 村 ・中在 家 ・黒 川 ・新 村 ・二 本 木 原 ・針 生

6.耶 麻 郡/熱 塩 加納 村 ・半 在 家 ・宮 川 ・西 岩 尾7.耶 麻郡/熱 塩 加 納 村 ・日中せ きば

・下 赤 崎 ・上 根 岸 ・東原 8 .耶 麻 郡/北 塩 原 村 ・大 塩 ・北 山 ・下 吉 ・谷 地 9.耶 麻 郡

/塩 川 村 ・別府 ・小 府 根 ・高 木 ・上 江 ・新 井 田谷 地 ・新 井 田 ・源太 屋 敷 10.耶 麻郡

/塩 川 町 ・江 添 ・金 川 11.耶 麻 郡/塩 川 町 ・下 遠 田 ・上 遠 田 ・第六 ・貝 沼 ・会 地 ・

大 木 12.耶 麻 郡/塩 川 町 ・田原 ・能 力 ・柴 城 13.耶 麻郡/塩 川 町 ・上 窪 ・上利 根川

・下 利 根 川 ・谷 地 ・西 鎧 召 ・西常 世 ・寺 内 ・諏 訪 町 ・西 岡 ・館 ノ 内 ・仲 町 ・中屋 敷 ・

身 神 ・石 橋 ・田 中 ・竹 屋 ・新 丁 ・深沢 14.河 沼郡/河 東 村 ・島 ・岡 田 ・大 和 田 ・熊

野 堂 ・冬 木沢 ・南 高 野 15.河 沼 郡/河 東村 ・代 田 ・京 手 ・郡 山 16.河 沼郡/河 東 村

・広 田 ・塩 庭 ・板 駒 ・藤 倉 ・槻 ノ木 17 .河 沼 郡/河 東 村 ・中 島 ・沢 目 18.河 沼 郡/

湯 川村 ・堂 畑 ・沼 上 ・浜 崎 ・水 谷 地 ・高 瀬 19.河 沼 郡/湯 川 村 ・笈 川 ・玉 領 ・笠 目

・八 日町20.河 沼郡/高 郷 村 ・下 井 川

011酢 と雑煮 高田 ・頸城 [新潟県]

B5判 155件 形式A

 昭和35年5月 にお こな った調 査 。

[目 次]

 1.高 田 2.新 井 3.東 頸 城 ・西 頸 城 4.中 頸 城 5,吉 川

012 鮮 と雑 煮 柏 崎 ・刈 羽 [新 潟 県]

                           B5判 167件 形 式A

 昭 和35年5月 に お こな った 調 査 。

[目次1

 1・柏 崎 旧市 内 2.中 浜 ・岬 町 ・鯨 波 ・青 海 川 ・米 山 3.大 久 保 ・枇杷 島 4.比 角 ・

新 田畑 5・悪 田 ・荒 浜 ・椎 谷 6・田尻 ・高 田 7.鯖 石 中 ・鯖 石 南 8.柏 崎 9.西 山

10.刈 羽 11.北 条 ・黒姫

013 鮮 と雑煮 内野 [新潟県]

                           B5判 132件 形式A

 昭和35年5月 と6月 におこなった調査。内扉に内野,内 野町,五 十嵐,不 備の記載
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が あ る。

[目次]

 1.内 野 2.内 野 町 3.五 十 嵐 4.不 備

Ol4 鮮 と雑 煮 小 千 谷 [新潟 県]

                  ・、         B5判 117件 形 式A

 昭 和35年5月 に お こな った 調 査。

旧 次]

 1.小 千 谷 2.末 広 町 ・大 道 り ・旭 町 3・滝 原 ・山寺 4.木 津(農) 5.稗 生(農)

6.中 子(農)・ 元 中子(農)・ 公 舎 7.浦 柄 ・横 渡 ・峠 ・岩 沢

Ol5 鮮 と雑 煮 出 雲 崎 ・三 島 [新潟 県1

                            B5判 169件 形 式A

 昭 和35年5月 に お こな った 調査 。 内扉 に 出雲 崎,出 雲 崎,羽 黒 町,伊 勢 町,稲 荷 町,

石 井 町,岩 船 町,鳴 滝 町,住 吉 町,木 折 町,陣 屋,勝 見,八 王子,尼 瀬,井 鼻,豊 洲,

川 西,越 路,和 島 の記 載 あ り。

[目次]

 1.出 雲 崎 2.伊 勢 町 ・稲 荷 町 ・石 井 町 3.岩 船 町 ・鳴滝 町 4.住 吉 町 ・木 折 町 5.

陣 屋 ・勝 見 ・八 王 子 6.尼 瀬 7.井 鼻 ・豊 洲 8.川 西 ・三 島 ・越 路 ・和 島

016 鮮と雑煮 豊浦 ・北蒲原 [新潟県]

                            B5判 101件 形式A

 昭和35年5月 ・6月 ・7月 におこなった調査。

旧 次]

 1・中間/豊 浦 ・佐々木一部 2.山手/菅 谷 3.山 手/川 東 4.山 手/米 倉 ・赤 谷

5.[コ 6.中間/加 治川 ・加治 7.中間/五 十公野 8.以下海岸部/紫 雲寺 9.海 より

/聖 籠

017 酢 と雑煮 村上 ・岩船 [新潟県]

                            B5判 146件 形式A

 昭和35年5月 におこなった調査。

旧 次]

 1・村上/旧 市内 2・村上/外 郊 3.岩 船 4.山北 ・粟島 5.朝 日 6.神林 7.不備
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018 鮮 と雑煮 中野小屋 [新潟県]

05判 g7件 形式A

 昭和35年5月 にお こな った調 査 。

旧 次]

 1.中 野小 屋 2.大 友 ・金 巻 ・道 河 原 3。曽和 ・田島 4.笠 木 ・高 山 5.小 瀬 ・早 潟

・藤 野木 ・小 見 御屋 6 .前 野 ・保 古 ・野 木 ・明 田 ・勘 助 7.槙 尾(内 野 校 区)

019 鮮と雑煮 浦瀬 [新潟県]

B5判 80件 形式A

 昭和35年5月 にお こな った調 査 。

[目次]

 1.浦 瀬 2.亀 崎 3.桂 4.加 津 保 5.水 穴 6.麻 生 田 7.宮 路 8.乙 吉9.雑

020 酢と雑煮 村松 ・五泉 {新潟県]

B5判 58件 形式A

 昭 和35年5月 にお こな った 調査 。

[目次]

 1.村 松 2.村 松 外 郊 3.五 泉 4.五 泉 外 郊 5.不 備

021 鮮と雑煮 直江津 ・中頸城 [新潟県]

B5判 89件 形式A

昭 和35年5月 に お こな っ た 調査 。

1.直 江 津 2.小 舟 津 3.土 底 浜 ・潟 町 4.雁 子 浜 ・潟 田 ・そ の他 5.柿 崎

022 鮮と雑煮 三面 ・関川 [新潟県]

                           B5判 107件 形式A

 昭和35年5・6・8月 におこなった調査。

[目次]

 1・三面(三 面中学校 ・三面婦人会か ら食品栄養学研究皐宛の手紙が二通はさみ込ま

れている。)2.上 関 ・下関 ・雲母3.沼 ・片貝 ・聞出 4.上 土沢 ・土沢 ・小見 ・金丸

・大石 5.関川 6.荒川 ・北蒲原 ・乙
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023 鮮と雑煮 新発田 ・中条 [新潟県]

B5判 110件 形式A

 昭 和35年5.月 に お こな った 調査 。

旧 次]

 1・町 家2・ 士 町3.シ バ タ佐 々木 ・ニ イガ タ鳥 見4・ 中条

024酢 と雑煮 塩沢 [新潟県]

                            B5判 97件 形式A

 昭和36年3月 におこなった調査。

[目次]

 1・塩沢 2.片 田 ・思川 ・吉里 3.竹俣 ・竹俣新田 ・島新田 4・上十日町 ・目来田 ・

中村 5.天野沢 ・花野沢 ・泉盛寺 ・早道場 6.栃 窪 ・岩ノ下(山 間) 7.六 日町 ・付

不備

025 鮮 と雑煮 十 日町 ・津南 [新潟 県]

                           B5判 144件 形 式A

 昭和35年5～8月 にお こな った調 査 。

旧 次]

 1.十 日町 2.川 西 ・水 沢 3.中 里 ・新座 ・吉 田 4.小 泉 ・中条 ・下 条 ・川 治 ・菅 沼

 5.島 ・高 山 ・その 他 ・不 備 6.下 船 渡 7.大 割 野 ・赤 沢 ・松 沢 8.横 根 分 校 地 区 ・

秋 成 ・横 根 ・日出 山 他 9,中 の平 ・上 郷 ・そ の他

026 鮭と雑煮 白根 [新潟県]

B5判 129件 形式A

 昭和35年5月 にお こ な った 調 査。

旧 次]

 1.白 根 2.諏 訪 の 木 ・能 登 3.七 軒 ・戸 頭 ・和 泉

5.田 中 ・神 尾 ・櫛 笥 ・その 他 6.不 備

4.味 方 ・鍋 潟 ・上 木 山 ・下 木 山

027鮮 と雑煮 燕[新 潟県]

05判 95件 形式A

 昭和35年5月 にお こな った 調 査。

[目次1
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 1.燕 2.旧市内 3.小高 ・佐渡り 4・太田 5・郷屋 ・灰方 ・花見 6.外 郊 7.巻 町

028 鮮と雑煮 三条 [新潟県]

                           B5判 149件 形式A

 昭和35年5月 におこなった調査。

[目次]

 1.一一ノ町～六ノ町 2,大町 ・上町 ・田町 3.八 幡小路 ・門前町 ・日吉町 ・相生町4.

古城町 ・常磐町 ・鍛冶町 ・居島 ・由利 ・裏館 5.島 田/本 成寺 ・鱈田 6.三条/不 備

029 酢と雑煮 豊栄 「新潟県1

                           B5判 130件 形式A

 昭和33年3月 と35年5月 におこなった調査。

[目次]

 1・海より/豊 栄 2.葛塚 3・加山 ・土地亀 4.城山 ・鳥屋 ・島見5.太 田 ・大口 ・

須戸 ・黒山 6.松影 ・樋ノ内 ・他門 ・新鼻 7.栄 町 ・早通 ・新井郷 ・その他

030 鮮と正月料理 石川 鶴来 昭四〇

                            B5判 44件 形式A

 昭和40年4月 におこなった調査。内扉に 「石川県 石川郡 鶴来」と記され,鶴 来

を中心に手書きの路線図が付 されている。

[目次]

 1.鶴 来 2.本 町 ・今 町 ・新 町 ・古 町 3.知 守 町 ・大 国町 ・日詰 町 ・清 沢 町 4.水 戸

町 ・朝日町 ・下東町 ・名なし 5.能美郡 ・和佐谷

031 酢と雑煮 越前南部 ・若狭 [福井県]

                            B5判 79件 形式A

 昭和31年8・9・10月 と32年2月 におこなった調査。

[目次]

 1.鮎川 ・白浜 2.大丹生 ・小丹生 ・三本木 3.茱崎 ・蒲生 4.越遭 5.織 田 6.朝

日 7.大野 ・足羽 8.三方

032 鮮と雑煮 甲州 ・韮崎 [山梨県]

                           B5判 98件 形式A

                                    221
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 昭 和38年4月 にお こな った 調 査。 内扉 に 「山梨 ・韮 崎」 と記 され対 象 とな る地 域 の

手 書 きの地 図 が付 され て い る。

旧 次]

 1.韮 崎 2.岩 下 ・竜 岡 ・清 哲 3.祖 母 石 ・一 ッ谷 4.円 野 ・上,下 円 野 ・武 田 ・北

宮 地 ・鍋 山 5.不 明

033 酢 と雑 煮 飯 田 ・下 伊 那 [長野 県]

                           B5判 103件 形 式A

 昭 和38年4・6月 にお こな った 調 査 。手 書 きの地 図 が 付 され て い る。

[目次]

 1.上 伊 那 ・飯 島 ・中川 2.下 伊那 ・松 川(片 桐 ・大 島 ・そ の他) 3.下 伊 那 ・高 森

(山 吹 ・吉 田 ・下市 田 ・牛 牧 ・その 他)4.下 伊 那 ・上 郷(黒 田 ・飯 沼 ・別 府 ・その

他) 5.飯 田 6・飯 田 ・羽 場 ・上 飯 田 ・丸 山 7.下 伊那 ・鼎 8.飯 田 ・北 方 ・大 瀬 木

・山 本 9 .飯 田 ・松 尾 ・毛 賀 ・駄 科 ・時 又 10.飯 田 ・上 川 路 ・川路 ・伊 豆 木 ・下 瀬

・そ の他11.下 伊 那 ・下 條 ・平 谷 ・根 羽
.12.下 伊 那 ・和 南 ・千代 ・久 堅 ・天竜 ・竜 丘

13.下 伊 那 ・喬 木 ・豊丘 ・不 明

0341酢 と雑 煮 高 遠 ・伊 那 [長野 県]

                           B5判 124件 形 式A

 昭 和38年5月 にお こな った調 査 。

旧 次]

 1.東 高 遠 ・西高 遠 2.長 藤 ・藤 沢 3.三 義 ・山 室 4.美 和 ・非 持 ・中尾 ・市 の瀬

5.勝 間 ・小原 ・下 山 田 ・上 山 田 6.美 篶 ・笠 原 ・南 割 ・末 広 ・中県 ・川 手 等 7.日 影

・伊 那 部 ・中 央 区 8 .手 良 ・中坪 9.新 山 ・桜 井 10.伊 那市 の うち 11.東 箕 輪 ・西

箕 輪 ・南 箕 輪

035 酢 と雑煮 すわ地区 [長野県]

                            B5判51件 形式A

 昭和38年5月 におこなった調査。手書 きの地図が付されている。

旧 次]

 1.上諏訪 2.茅野 3.富士見 4.下諏訪 5.岡 谷 6.辰野 7.不 明
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036酢 と雑煮 下すわ [長野県]

                            B5判 54件 形式A

 昭和38年4月 におこなった調査で,手 書きの地図が付されている。

[目次]

 1.下すわ ・栄町 ・友の町 ・緑町 ・春日町 ・曙町他 2.下諏訪 3。下すわ ・萩倉 ・矢

木東 ・久保海道 ・下の原 ・小湯の上 4・不明

037 酢と雑煮 駒ケ根 [長野県]

B5判 106件 形式A

 昭和38年6月 に お こな った調 査 。

旧 次]

 1.赤 穂 2.宮 田 3.西 春 近 4.東 春 近 5.東 伊 那 6・中沢 ・中川 7.飯 島 8・不 明

038 鮮と雑煮 飯山 ・高井 [長野県」

                           B5判 129件 形式A

 昭和35年5月 におこなった調査。

[目次]

 L飯 山旧市内 ・奈良沢 2.飯山 ・岡山 ・太田 ・外様 ・柳原 3.飯山 ・瑞穂 ・常磐4.

木島 ・秋津 5.飯山 6.下高井 ・野沢温泉 7.下 高井 ・木島平 ・山之内 8・下水内 ・

栄 9・下水内 ・豊田 10.中野 11.上水内

039 鮮 と雑煮 信州柏原 [長野県]

                           B5判 122件 形式A

 昭和35年7月 におこなった調査。

旧 次]

 1.柏原 2.柏原上町 ・柏原新町 3.柏原上町 ・柏原新町 4.柏原中町 ・柏原花咲町

・柏原停車場 5.柏原旭町 ・柏原諏訪町 ・柏原中島町 ・柏原赤渋 ・柏原長原 ・.柏原焼

結 6.二之倉 7.熊倉 ・大平 ・大久保 8.信 濃町 ・村名なし

040 酢と雑煮 松代 [長野県]

B5判 179件 形式A

昭和35年5月 に お こな った 調 査 。
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[目次]

 1.松 代 2.豊 栄 3.東 条 4.寺 尾 5.西 条 6.清 野 ・岩 野 7.上 高 井 ・須坂 8.更

北 9.長 野 ・篠 の 井 ・屋 代 10.雑

041 酢 と雑煮 袋 井 昭39 [静岡 県]

                            05判 128件 形 式A

 昭和39年1月 にお こな った 調査 。 対 象 とな る地 域 の手 書 きの 地 図 が 付 され て い る。

[目次]

 1.袋 井 ・高 尾駅 前 2・高 尾 ・下 地 ・田端 ・掛 の 上 ・大 門 ・三 門 3.袋 井/豊 沢 ・法

多 ・宝 野 ・菩 堤 4.袋 井/愛 野 ・石 野 ・柳 原 ・山梨 ・村 松 5・磐 田 ・浅 羽 ・福 田 ・中

川 ・西 島 ・住 吉 6.周 智 ・森 ・掛川 ・金 谷

042酢 と雑 煮 三 ケ 日 昭39 [静岡 県]

                            B5判 163件 形式A

 昭 和39年1月 に お こな った 調 査 。

旧 次]

 1.引 佐 郡 三 ヶ 日 ・三 ケ 日 ・神 明 ・天 王 ・宇 志 ・津 々崎 2.鵜 代 3.釣 ・日比 沢 ・本

坂 4.御 園 ・岡 本 ・摩 耶 ・大 福 寺 ・福 長 5・只 木 ・小 字 不 明

043酢 と雑 煮 水 窪 [静岡 県]

                            B5判94件 形式A

 昭和38年4月 に お こな った調 査 。

旧 次]

 1.水 窪2.水 窪3.大 黒 ・小 畑4・ 向 島 ・神 原5.上 村 ・向市 場6.奥 領 家7・ 竜

戸 ・河 内8.小 又9.大 野 ・地 双 ・有 本10.大 原 ・長 尾11.西 浦12.夏 焼13・ 大

地 ・新 道 ・灰 の 沢 14.水 窪 町 の うち

044 酢 と雑煮 気 賀 [静岡 県]

                            B5判 95件 形 式A

 昭 和39年2月 に お こな った 調 査 。

[目次]

 1.気 賀/遠 州 ・引佐 ・細 江 町 2・細江 3.気 賀 4.清 水 ・奥 清 水 5.小 野 ・広 岡 ・

呉 石 6.油 田 ・老 ケ谷 7.中 川 ・落 合 8.跡 川 ・仮 屋 ・曳 舟 ・上 平 9・不 明 10・引
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佐 ・湖 原 ・浜 松

045 鮮 と雑煮 横須賀 昭39 [静岡県]

B5判 145件 形式A

 昭 和39年1月 にお こな った 調 査 。

旧 次]

 1.小 笠郡 横 須 賀(昭39年1月 調) 2.横 須 賀 3・横 須 賀 ・川 原 町 ・西 大 谷 4.横 須

賀 ・沖 之 須 5.横 須 賀 ・西 大 渕 ・今 沢 ・河 原崎 6・横 須 賀 ・山崎 ・石 津 ・清 ケ谷 7・

大 須 賀 ・方 々

046酢 と雑煮 刈谷 昭39 [愛知県]

B5判 145件 形式A

 昭 和39年1月 にお こな った 調 査。

[目次]

 1.刈 谷 2.刈 谷 ・小 垣 江 3.刈 谷 ・野 田 ・半 城 土

恩 田 5.碧 南 6.碧 海 ・高 浜 7.碧 海 ・知 立 ・高 岡

4.刈 谷 ・富 士 松 ・逢 見 ・東 境 ・

8.知 多 ・東 浦 ・大 府 ・大 高

047 酢 上野市 昭二八 [三重県]

              04判 69件 横書き この調査だけに使用 した形式

 昭和28年 三重県 上野市での調査。「すしの種類」「つくりかた(材 料とその割合)」

を表の中にレポート風に答える形式。

[目次]な し

048 酢と雑煮 伊香郡 昭31 [滋賀県]

B5判 88件 形式A

 昭 和31年7・8月 に お こな った 調 査 。

[目次]

 1.伊 香/木 之 本 ・千 田 2。広 瀬 3.杉 野 4.高 月 5.余 呉 6.丹 生

049酢 湖北 昭28 [滋賀県]

B5判 158件 形 式C・E

[目次]

 1.伊 香 2.東 浅 井 3.坂 田 ・長浜 4.彦 根
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050 正月 湖北 [滋賀県]

                       A5判 15件 縦書き レポート

 学生の書いた レポー トを綴 ったものである。

[目次]

 1.伊香/東 浅井 ・坂田 ・長浜 2.東浅井 3.坂 田 ・長浜

051 正月料理 近江 昭和30年3月 [滋賀県]

                       A5判24件 縦書き レポート

 学生の書いた レポー トを綴 ったものである。

旧 次1

 1.伊香 ・東浅井 ・長浜 2.彦根 ・犬上 3.愛知 ・蒲生 ・膳所

。52正 月 湖東 昭3、[瀕 県]

                       A5判 20件 縦書 き レポー ト

 学生の書いた レポートを綴ったものである。

[目次]

 1.彦根 2.犬上 ・愛知 3.神崎

053 正月 湖南 [滋賀県]

                       A5判 18件 縦書き レポート

 学生の書いたレポ0ト を綴 ったものである。

旧 次]

 1.蒲生 2.野州 ・栗太 3.甲賀 ・大津 ・滋賀

054鮭 滋賀 昭28

                     B5判 125件 横書き 形式C・E

[目次]

 1.犬上 2.愛知 ・神崎 3.蒲生4.甲 賀 5.栗太 6.野洲 7.大津 8.滋 賀 9.高

島

055酢 滋賀

                        15片 袋入り レポー ト・手紙

 年代不明だが,滋 賀県立短大で教鞭をとっていたころのものと思われる。滋賀県下

の鮮についての学生の レポー トおよび知人たちへの問いあわせの返信を書類袋に集め
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たもの。

旧 次]

 1.守 山市 2.彦根市 3.米原市 4.長浜市 5.甲i賀郡 6.愛知郡 7.蒲 生郡,8.東

浅井郡

056鮭 西江州 昭28

                            B5判 58件 形式C

[目次]

 1.大津 2.滋賀 3.高島

057 雑煮 伊香郡 [滋賀県]

                            B6判 68件 横書 き

 年代不明。書類袋 に調査票をつづったものと,知 人に正月料理と鮮について問いあ

わせた返事1通 が集められている。調査は,伊 香郡木之本町に限定されている。

058 酢 近江 昭三〇 [滋賀県]

                            B5判 46件 形式M

[目次1

 1.伊 香 ・東 浅 井 2.坂 田 ・長浜3.彦 根4.犬 上 ・愛 知 ・神 崎 ・蒲生5.甲 賀 ・野

洲 ・栗太

059 酢と雑煮 園部 ・山家 ・出石 [京都府]

                           B5判106件 顔A
 昭和33年6・7・9月 におこなった調査。

旧 次]

 1.園部 2.山家 3.出石

060 鮭と雑煮 弥栄 間人 昭35初 [京都府]

                            B5判 96件 形式A

 昭和35年1月 におこなった調査。

[目次1

 1.弥栄(旧 野間)・野中 ・中津 ・吉野 ・須川 ・霰 ・未三谷 2.間人 3.豊 栄 ・大山

・岩木 ・吉永 ・矢畑 ・是安 ・谷 ・成願寺 ・徳光 4.丹後町のうち部落名なし・網野 ・

久美浜
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061 酢と雑煮 京都 昭28

                         B5判 57件 形式C・F

旧 次]

 1.京都 2.乙訓 3.久世 ・宇治 4.綴喜 5.相楽 6.加 佐 ・舞鶴 7.與謝 8.中

9。竹野 10.熊 野

062 鮮 船井 ・何鹿 ・天田 昭28 [京都府]

                       B5判 93件 形式D・F・G

[目次]

 1.船井 2.何鹿 ・綾部 3.天 田 ・福知山

063酢 南桑田 ・北桑田 昭28 [京都府]

                         B5判 56件 形式D・E

旧 次]

 1.南桑田 2.北桑田

064 1酢 奥丹後 [京都府]

                      B4判 1件 袋入り レポー ト

 書類袋に学生の鮮のつ くら方を記 したレポートをまとめようとしたものと思われる。

065 正月 大阪 昭二八

                B5判 32件 縦書き(一 部横書き) レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活 について」の レポート

[目次]

 1.大阪 2.布施 ・守口 3.三 島 4.豊能 5.河内 6.和泉

066 郷土料理 正月と祭礼 大阪 昭二二八

                      A5判11件 縦書き レポート

 学校の教諭の書いた食習慣,特 に祭礼と正月についてのレポー ト。専門教養 「家庭」

の認定講習時のものと思われる。

[目次]

 1.大阪市 2.堺市 3.泉北郡 ・南河内郡 4.大東市 ・岸和田市 5・貝塚市 6・八尾

市7.和 歌山県8.岐 阜県9.大 分県
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067 鮮 大阪 昭二八

                       B5判 48件 形式C・D・1

旧 次]                       .

 1.大阪 2.高槻 3.茨木 4.吹田 5.池 田 6。三島 7.豊 能 8.牧方 ・布施 ・八尾

9.北 河内 ・中河内 ・南河内 10・堺 11.岸和田 ・大津 ・貝塚 ・佐野 12.泉 北 ・泉南

068酢 大阪

                      11片 袋入り レポー ト・手紙類

 昭和28年 ごろのものと思われる。書類袋に鮮 に関する学生の レポー トと知人に問い

あわせた返事を集めたもの。

[内容]

 1.三島郡 2.茨木市 3.高槻市 4.岸和田市 5.大 阪市 6.牧 方市 7.泉南郡 8.

西能勢郡 ・豊能郡

069 正月料理 大阪 昭三〇の一

                      A5判 13件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次]

 1.大阪市 2.摂津 3.河 内

070 正月 大阪市 昭二八

                      A5判 17件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

旧 次]

 1.大阪混合型 2.大阪不定型

071盆 と正月 大阪市内 昭三二

                      A5判 54件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「盆の風習と食生活」および 「正月の食生活について」のレポー ト。

旧 次]

 1・天王寺 ・阿部野 2.住吉 ・東住吉 3.城東 ・生野 ・旭 ・東淀川 4.大正 ・混速 ・

福島 ・西成
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072正 月 大騨 昭三三

                       A5判 57件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポート。

[目次]

 1.大阪市港区 ・西区 ・北区 2.大阪市 ・福島区 ・西淀川区 ・此花区 3・大阪市東住

吉区 ・住吉区 ・阿部野区 4.大阪市浪速区 ・旭区 ・城東区 ・東成区 ・生野区 ・天王寺

区 5.豊能郡 ・三島郡 6.河 内 7.和泉

073 正月 大阪(摂 津 ・和泉) 昭二八

                       A5判 18件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次]

 1.北摂/池 田 ・豊中 ・豊能 2.南摂/吹 田 ・茨木 ・高槻 ・三島 3.泉北 ・泉南

074盆 と正月 和泉 ・摂津 昭三二[大 阪府]

                       A5判 50件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「盆の風習と食生活」および 「正月の食生活について」のレポート。

[目次]

 1.和 泉2・ 福泉3・ 泉 ケ丘4.堺 ・高 石(南 河内 ・徳島)5・ 泉 大津6.岸 和 田

7.貝塚 ・佐野 8.泉南(淡 路)

075盆 と正月 河内 昭三二 [大阪府]

                       A5判45件 縦書 き レポー ト

 学生の書いた 「盆の風習 と食生活」および 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次]

 1.北河内 2.布施 ・八尾 3.中河内 4.松原 ・磯長 ・高鷲 5.富 田林 6・河内長野

7.南河内

076正 月 大阪(河 内)

                       A5判 14件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次]

 1.北河内 2.中河内 3.南 河内
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077端 午 半夏生 [大阪府]

                        B6判 54件 横書き 袋入り

 学 生にB6判 のザラ紙を与え,「5月5日 に何を食べるか,新 暦か旧暦か1ケ 月お

くれか,か しわもちを作るか,葉 は何を使 うか,そ の形は」と 「半夏生にどんなこと

をするか,何 を食べるか」「自分の家の地方 名」を問うたもの(主 に大 阪を中心とし

た地域)。

078鮭 奈良

                         5件 袋入 り 形式D・ 手紙

 年代不明だが,昭 和27・28年 頃のものと思われる。書類袋に調査票(形 式D)と 知

人に鮮について問い合せたものの返事を集めたもの。

[目次]

 1.桜井市 2.高市郡明日香村 3.吉野郡川上村 4.奈良市

079 [奈良県添上郡東山村]

                            B5判 59件 形式A

 昭和38年10～12.月 と昭和39年1・5月 におこなった調査。

[目次]

 1.室津 2.松尾3.的 野 4.桐 山 5.峰寺 6.北 野 7.他郡

080 [奈良県山辺郡 西]

                           B5判 138件 形式A

 昭和39年 におこなった調査。

[目次]

 1.山辺郡都祁村針ケ別所地区西部 2.針 ケ別所 3.荻 4.馬場

081 [奈良県山辺郡 東]

                           B5判 158件 形式A

 昭和39年4・5月 におこなった調査。

[目次]

 1.山辺郡都祁村針ケ別所地区東部 2.小倉 3.上深川 4.下 深川
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082 鮭調査表 和歌山

                            B5判 112件 形式J

 学校の教諭を対象とした慣行食品調査。

[目次]

 1.和歌山 2.海草 3.有 田 4.日 高

083 鮮 紀伊 ・伊都 [和歌山県]

                        B4判59件 繕 き レ泉一ト

 昭和27年1.月 の和歌山県伊都郡橋本町橋本中学校での講習会の受講者に対 しておこ

なった調査。

084 鮮と雑煮 アンケ0ト 南紀 [和歌山県]

                           B5判 89件 形式A・B

 昭和39年9月 におこなった調査。

[目次]

 1.新庄 2.高城 3.龍神 4.南 部

085 正月 兵庫(丹 波 ・但馬) 昭二八

                        A5判 12件 縦書 き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次]

 1.丹波 2.但馬 ・美方 ・養父 3,城崎 ・朝来

086 鮮 兵庫 昭二八

                       B5判54件 形式C・D・F・G

[目次]

 1.神戸 ・尼崎 ・明石 ・武庫 2,川辺 3.多紀 4.氷上 5.津 名 ・三原

087酢 兵庫

                              3片 袋入 り 手紙

 年代不明だが消印より昭和28年 頃のものと思われる。書類袋に知人に鮮 について問

い合せた返事を集めたもの。
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[目次]

 1.川 辺郡 六 瀬村 2.朝 来 郡 中 川村 3,明 石 市 上 ノ九

〇88 正 月 兵 庫(摂 津 ・播 磨 ・淡 路) 昭二 八

                       A5判 18件 縦 書 き レ ポー ト

 学 生 の 書 いた 「正月 の 食 生 活 につ い て」 の レポ ー ト。

[目次]

 1.摂 津 2.播 磨 3.淡 路

089盆 と正 月 兵 庫 県 昭三〇

                       A5判 58件 縦 書 き レポ ー ト

 学 生 の書 いた 「盆 の 風習 と食 生 活」 お よ び 「正 月 の 食 生 活 につ い て」 の レポ ー ト。

[目次]

 1.尼 崎 ・西 宮 ・神 戸 2.川 辺 ・有馬 3.明 石 ・姫 路 4.神 崎 ・宍粟 ・赤 穂 5.播 磨

6.但 馬 7.淡 路 8.丹 波

090 鮮 と正 月料 理 兵 庫 昭 三 八 ・三 九

                            B5判 52件 形 式A

 昭和38年1・2月 と39年1・5月 にお こな った 調査 。

[目次]

 1.神 戸 2.芦 屋 ・西 宮 3.尼 崎 ・伊 丹 ・宝 塚 4,播 磨 5.丹 波 ・但 馬 ・淡 路

091 鮭 と雑 煮 ア ンケ ー ト 但 馬 [兵庫 県]

                            B5判 73件 形 式A

 昭 和31年8・9月 と32年6月 にお こな った 調査 。

[目次]

 1.和 田山 2.豊 岡 3.浜 坂

092 酢 と雑 煮 ア ンケ ー ト 但 馬 [兵庫 県]

                           05判 124件 形 式A

 昭 和30年11・12月 と31年8・10月 ・32年1・6月 に お こな った 調査 。

[目次]

 1.温 泉 2.美 方(射 条 ・小 代)3・ 村 岡 ・熊 次 4.香 住 5.竹 野 6.養 父 7・朝来

                                    233



                       国立民族学博物館研究報告別冊  8号

093 酢 播 磨 ・丹 波 昭 二 八 [兵庫 県]

                     B5判 90件 形 式C・D・F・G

[目次]

 1.姫 路 ・宍粟 ・飾 磨 ・揖 保 ・神 崎 ・ 2.加 古 ・印南 ・加 古 川 3.加 東 ・加西 ・美裏

・多 可 4 .赤 穂 ・相 生 ・佐 用 5.城 崎 ・美 方 ・豊 岡 6・朝 来 ・出石 ・養 父

094 鮮 と正 月 料 理 丹 波大 山 三 [兵庫 県」

                           B5判 87件 形 式A

 昭 和31年1月 にお こな った 調 査。 フ ィ0ル ド ・ノ ー トの 「丹 波 大 山 一 ～八 」 の 第

3冊 目 にあ た る。

[目次]

 1.追 入2.宮3.上4,石 住 ・高 倉5.新 ・町 之 田 6・北 野新 田7.北 野8.下

9.東 河 地 10.中 学校 認

095 鮭 と雑煮 ア ンケ ー ト 丹 波 ・宮 田 [兵庫 県]

                           B5判 71件 形式A

 昭 和33年2月 にお こな った 調査 。

[目次]

 1.川 北 ・川 北 新 田 ・黒 田 2.[]坂 本 ・西 坂本 ・西 谷 3.宮 田 ・高 屋 4。東 本 之 部 ・

西 本 之 部 ・川 西 5.西 坂 ・上 坂 井 ・下板 井 6,打 坂 ・乗竹 ・垣 屋 ・高 坂 ・倉 本 ・坂 本

・栗 柄

096 酢 と雑 煮 播 磨 ・淡 路 島 昭三 一 [兵庫 県]

                           B5判 53件 形 式A

 昭和31年2～6月 に お こな った 調 査。

[目次]

 1.坂 越 2.室 津 3.飾 磨 4.郡 家

097 鮮 と雑 煮 ア ンケ ー ト 淡 路 [兵庫 県」

                           B5判 101件 形 式A

[目次]

 1・淡 路 2.由 良 3・三 原 4.南 淡 5.西 淡 6.鮎 原 7.一 宮 8.郡 家 9.多 賀
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098 鮮 と雑煮アンケート 淡路島 [兵庫県]

                            B5判 162件 形式A

 昭和35年5月 におこなった調査。

旧 次]

 1.五色 2.鮎原 3.都志 ・鳥飼 4.津 名 5.大町 6.木 曽 7.畑 ・上畑

099 鮮と雑煮 アンケー ト 宍粟 ・東播 [兵庫県]

                            B5判 56件 形式A

 昭和31年5月 と32年6月 におこなった調査。

旧 次]

 1.宍粟 2.三方 3.繁盛 4,播磨

100酢 と雑煮アンケート 揖保 ・佐用 [兵庫県]

                            B5判 76件 形式A

 昭和32年6・9月 におこなった調査。

旧 次]

 1.竜 野 2.揖保郡 3.村 田 4.佐用

101 鮭と雑煮 アンケー ト 氷上郡 [兵庫県]

                            B5判 115件 形式A

 昭和34年7月 におこなった調査。

[目次]

 1.柏原 2.山南 3.氷上 4. 青垣 5.市 島 6.春 日

102 酢と正月 鳥取 八頭郡

                            B5判 56件 形式A

 昭和32年8・9・12月 におこなった調査。

[目次]

 1.智頭 2.用 ケ瀬 3.河原 4.国英 5.郡家

103鮭 と雑煮アンケー ト 鹿野 [鳥取県1

                            B5判 73件 形式A

 昭和36年6月 におこなった調査。調査担当者からの報告文 と鹿野付近図を含む。
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[目次]

 1,鹿野 2.気高殿村 3. 気高町

104 酢 と雑煮 アンケー ト 余子 [鳥取県]

                            B5判 80件 形式A

 昭和37年11・12月 におこなった調査。

旧 次]

 1.境の余子 2.境港 3.中 野 4.福定 5.竹 の内 6.高松

105酢 出雲 昭二八 [島根県]

                          B5判 79件 形式E・K

[目次]

 1.松江 2.能義 3.八 束 4.簸川 5.出雲 6.大原 7.仁多 8.飯石

106 [雑煮 アンケー ト 島根]

                 455片 袋入り この調査だけに使用 した形式

 年代不明(島 根県立女子短大で教鞭をとっていた昭和26～37年 のころのものと思わ

れる)。各学校別に分けられている。

 地名,三 ケ日とも清汁か味噌汁か,三 ケ日のうち1～2回 は小豆雑煮かを簡単に問

うたもの。

旧 次]

 1.秋鹿中学校 2.恵 曇中学校 3.宍道中学校 4・美保関中学校 5.揖尾中学校 6.

大東中学校 7.本庄中学校 8.平 田高校 9.出雲高校 10.三 刀屋高校

107 鮭と雑煮 島根 昭三一

                            B5判 69件 形式A

 昭和30年11月 と31年5・6月 におこなった調査。

旧 次]

 1.掛合 ・八神 ・日登 2.木次 3.三刀屋 4.波佐 ・三瓶 ・矢上

108 鮮と雑煮アンケー ト 島根(松 江及び以西)

                            B5判 85件 形式A

 昭和31年7・11月 と32年6月,37年5月 におこなった調査。
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[目次]

 1・松 江 2.八 束 3.簸 川 4.須 佐 5.大 原 6,仁 多 7.飯 石 8.石 見

109 鮮 と雑 煮 ア ンケ ー ト 出 雲 [島根 県]

                            B5判 81件 形 式A

 昭 和33年6月 と34年6・12月 に お こな った 調 査。

[目次]

 1.松 江 2.能 義 3.安 田 4.母 里 5.井 尻 ・横 屋 6.布 部 7.西 谷 ・宇 波 8.大 原

9.仁 多

110 鮮 と雑 煮 ア ンケ ー ト 加 茂 大東 昭三 五 初 [島根 県]

                           B5判 102件 形 式A

 昭 和35年1月 に お こな った 調査 。

[目次]

 1・加 茂 中 2.斐 伊 川 北 ・砂 子 原 ・大 西 ・中村 ・東 谷 ・猪 尾 ・延 野3・ 斐 伊 川 南 ・立

原 ・南 大 西 ・宇 治 ・神 原 ・三 代 4.大 東 ・大 東 下 分 5.幡 尾 ・仁 和寺 ・遠 所 ・畑 鵯

6.春 殖 ・養 賀 ・佐 世 ・大 ケ谷 7.新 庄 ・清 田 ・金 成 ・阿 用 ・川 井 8.湯 石 ・塩 田 ・笹

谷 ・大 木 原 ・岡村

111 鮮 と雑煮 ア ンケ ー ト 石 見 ・安 芸 吉 田 ・備 中高 梁 [島根 県]
                       (

                           B5判 100件 形式A

 昭和33年6月 と34年2月 におこなった調査。

[目次]

 1.石州鹿郡六 日市 2.柿 木 3.旭 4.旭 5.吉 田 6.高梁

112鮮 と雑煮アンケート 石見 ・邑智 ・瑞穂村 [島根県]

                           B5判 174件 形式A

 昭和37年6・7月 におこなった調査。

[目次]

 1.瑞穂 ・田所 ・出羽地区 2.瑞穂 ・高原地区

113 酢と雑煮 牛窓界隈 昭三〇 [岡山県]

                            B5判 68件 形式A
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 昭和30年10月 に お こ な った 調 査 。

[目次]

 1.鹿 忍 2.牛 窓 3.長 浜 ・玉 津 4.裳 掛 5.邑 久 ・長船 6.鶴 山 ・香登 7,伊 部 ・

片 上8.伊 里9.白 生

114 鮮 と雑 煮 ア ンケ ー ト 美 作 [岡山 県]

                            B5判 48件 形 式A

 昭和32年5・6月 に お こな った 調 査。

旧 次]

 1・英 田郡 大 原 2.英 田郡 作 東 3.苫 田郡 加 茂 4.苫 田郡 ・英 田郡 ・勝 田郡 ・津 山市

115鮮 と雑 煮 ア ンケ ー ト 作 州 ・新 庄 [岡山 県]

                            B5判 68件 形 式A

 昭和34年11月 に お こな った 調 査 。

[目次]

 1・新 庄 町 2.大 所 ・茅 見 3.戸 島 ・鍛 治屋 ・田井 ・田中 ・梨 瀬 ・浦 手 ・大 原 4.高

下 ・土 用 ・ニ ツ橋 ・田浪

116 鮮 と雑煮 ア ンケ ー ト 和 気 ・二部 昭 三 五 初 [岡 山県]

                            B5判 84件 形 式A

 昭和34年11.月 と35年2.月 に お こな った 調 査。

[目次]

 1.和 気 ・佐 伯 2.吉 永 ・三 石 3瀬 戸 ・吉 井 ・熊 山 4.二 部 ・畑 地 ・福 岡 5.三 部

・福 島 ・福 吉 ・福居 ・焼 杉

117鮭 と雑煮 ア ンケ ー ト 美 甘 ・勝 山 [岡 山県]

                            B5判 95件 形式A

 昭和35年1月 にお こな った調 査 。

[目次]

 1・美 甘 2.延 風 ・田 口 ・片 岡 3.当 政 ・河 田 ・平 島 ・羽 仁4・ 黒 田 ・鐵 山 5.勝 山

町 ・本 郷 6.草 加 部 ・原 方 ・三 田 ・江 川 ・福谷 ・後 谷 敏 7・横 部 ・組 ・神 庭 ・岡 ・柴

原8.畝 世 ・見 尾 ・旦 ・神 代
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篠田統資料目録1(ア ンケートとレポート)

118 酢 と雑煮アンケー ト 周匝 [岡山県]

                           B5判 93件 形式A

 昭和35年1月 におこなった調査。

[目次]

 1.英 田 ・作東 2.柵原 3.周 匝 4。吉井 5.佐伯 6.和気 ・片上 ・熊山

119 鮮 と雑煮アンケー ト 松永(上) [広島県]

                           B5判 83件 形式A

 昭和33年12月 におこなった調査。

[目次]

 1・松永 2.本郷 3.原 田 4.東村 5.西村 6.今津 7.高須 8.高西

120 鮮と雑煮 アンケー ト 松永(下) [広島県]

                           B5判 74件 形式A

 昭和33年 におこなった調査。

[目次]

 1.藤江 ・西藤 2.金江 3.神村 4.柳津

121 鮮と正月料理 広島 福山 昭三九

                           B5判 105件 形式A

 昭和39年1～3月 におこなった調査。

旧 次1

 1.東堀端 2.三 の丸 3.西町 ・木之庄 4.長 者町 5.本庄 ・南本庄 6.西神島 7.

佐波 8.東桜 ・桜 ・西桜 9.松山町 ・伏見町 ・米屋町 10.地 吹町 ・名なし

122鮮 と正月料理 広島 高野山 昭三九

                       B5判 97件 横書き 形式A

 昭和39年2月 におこなった調査。

旧 次]

噺 齢 南3.上 湯)1( 5.和南原 師 即 巧所

123 酢と雑煮アンケー ト 比和 昭三九 [広島県]

B5判 120件 形 式A
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[目次]

 1.比和 2.木屋原 ・元常 3.福田 ・布見 4.古項 5.永原 ・森脇 ・越原 6.三河内

124 鮮と正月料理 広島 油木 昭三九

                            B5判 107件 形式A

 昭和39年2月 におこなった調査。

[目次]

 1.油木 2.安 田 3.入 谷 4・永野 ・有元 5.不明

125酢 と正月料理 広島 東条 昭三九

                            B5判 69件 形式A

 昭和39年3月 におこなった調査。

[目次]

煉 励 川齢 川東 蠣 価 久代a戸 宇●宇山 暖 原●竹森●その他

126鮮 と正月料理 広島 府中 昭三九

                            B5判 50件 形式A

 昭和39年5・7月 におこなった調査。

[目次]

 1・府中 2・鶏飼 ・広谷 3.出 口 4.土生 5.名な し 6.神辺

127鰍 正月料理 広島 庄原 昭三九

                            B5判 68件 形式A

 昭和39年9・10月 におこなった調査。

旧 次]

 1.庄原 2.川手 3.三 日市 4.宮内 5.大久保

128 鮭 と雑煮 アンケー ト 長州佐々並 [山口県]

                            B5判 49件 形式A

 昭和36年11・12月 におこなった調査。

旧 次]

 1.旭2.佐 々並
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129 1酢ア ン ケ ー ト 徳 島 1954～1955

B5判 64件 形式A

[目次]

 1.板 野 郡 ・鳴 門 市 2.那 賀 郡 桑 野 ・鷲 食

郡 池 田(吉 野 川 北 岸 ・山間 部 ・西部)

3.海 部 郡 日和佐 4.麻 植 郡 鴨 島 5.三 好

130 鮮 ア ンケ ー ト 高 知 1954～1955

B5判 84件 形式A・H

[目次]

 1.安 芸 郡 甲浦

6.須 崎 7.梼 原

2.安 芸市 ・奈 半 利 3.土 佐 郡 長 沢 4.吾 川郡 日比原

8.幡 多郡 大 方(入 野) 9.中 村 ・清 水 ・宿 毛

5・高 岡 郡 佐 川

131 [福岡 県 甘木 市 秋 月地 区]

                           B5判 156件 形 式A

 昭 和39年10月 にお こな った調 査。

[目次]

 1.秋 月 2.下 秋 月 3.今 小路 ・中野 ・魚 野 ・ その他 4.上 野 鳥 ・野 鳥 5.上 秋 月

6.日 向 石 7.出 町 ・松 丸 ・浦泉 ・その 他 8.江 川 9.安 川 千 手 10.下 渕 11.隅 江 ・

ニ ツ石 ・名 な し 12.甘 木 ・朝 倉 ・喜 穂 ・名 な し

132 [福岡 県三 井 郡小 郡]

                           B5判 104件 形 式A

 昭 和39年10月 にお こな った 調査 。

[目次]

 1.小 郡 2.大 板 井 3.大 崎 4.福 堂 5.西 福 堂

133 [福岡県 門司]

                            B5判 65件 形式A

 昭和39年10月 におこなった調査。

[目次]

 1.和布苅 2.旧門司 3.八幡町 4.井 戸 5.平 安町 ・宝来町 ・賑町 ・浜町 6・東本

町 ・内本町 7.堀川 ・内堀川 8.浪 花町 ・真光寺谷町 9.丸 山町 10.門 司区 ・欠 名

11.他県
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134 [福岡県三瀦郡城島町]

                           B5判 47件 形式A

 昭和40年1月 におこなった調査。

[目次]

 1.城島 2.内野 ・浜 3.楢 津 4.高津 ・東津 ・六丁原 5・大依 6.失 名

135 福岡県

B5判 115件 形式A

 昭 和42年5・6月 に お こな った 調 査。

旧 次]

 1.筑 紫 郡 2.三 井郡 3.三 潴 郡 4.山 門郡

川 市 9.大 川市 10.久 留 米市 11.大 牟 田市

5.三 池 郡 6.八 女 市

12.そ の 他

7.筑 後 市 8.柳

136 [佐賀 県 北 松 浦 郡 有 田]

                           B5判 204件 形 式A

 昭 和39年10月 にお こな った 調 査。

旧 次]

 1・有 田 2.中 部 ・本 町 ・赤絵 町 3.名 な し 4.戸 杓 ・岩 崎 ・南 山 ・白川 ・中 ノ原 ・

幸 平 ・上 幸 平 5.泉 山 ・大 樽 ・中樽 ・原 宿 ・南 原 6.岩 谷 川 内 ・境 野 7.応 法 ・黒 牟

田 ・丸 尾 8.外 尾 山 ・外 尾 ・南 川 良 9.西 有 田 ・原 明 10.桑 古 場 ・大 野 11.戸 矢 ・

古 木 場 12.波 佐 見 ・村 木 ・稗 木 場

137 [長 崎市]

                           B5判 116件 形 式A

 昭和39年 にお こな った調 査 。

旧 次]

 1.本 河 内 2.鳴 瀧 3.矢 の 平 4.中 川 ・新 中川 5.桜 馬 場 ・夫 婦 川 ・伊 良林 6.八

幡 町 。伊 勢 町 ・新 大 工 町 ・寺 町 7.本 紙 屋 町 ・麹 屋 町 ・諏 訪 町 ・磨 屋 町 ・銀 屋 町 8,

本古 川 ・東 古 川 ・西 古 川 9・榎 津 町 ・万 屋 町 ・東 浜 町 ・鍛 治 屋 町 ・今篭 町 ・八坂 町 ・

油 屋 町 10.銅 座 町 ・西 町

138 [長崎県南高未郡]

B5判 80件 形式A
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 昭 和39年10月 にお こな った調 査 。

[目次]

 1・口之 津 ・町 名 2.栄 町 ・仲 町 ・南 大 泊 ・東 大 泊 3.唐 人 町 ・久 木 山 4.大 屋 5.

前 方 ・貝 瀬 ・真 米 ・木 ノ崎 ・角 屋 ・東 6.小 利 ・三 軒 屋 7.早 崎 ・野 向 8.南 有 馬 ・

夏 吉

139 [長崎 県 島原 市]

                           B5判 113件 形 式A

 昭 和39年11月 にお こな った 調 査 。

旧 次]

 1.桜 馬 場 ・新 馬 場 ・片 町 ・中 ノ町 ・西 町 ・宮 ノ町 2.古 町 ・新 町 ・万 町 ・田町 ・先

魁 町 ・江 戸 町 ・北 原 町 ・今 川 町 ・上 の 町 ・高 島 町 ・新建 町 ・荻 ケ丘 3.荻 原 ・田 屋 敷

・浦 ノ川 4 .杉 谷 ・本 町 ・中尾 ・浜 5.柏 野 ・山寺 ・宇 土 6.六 ツ木 ・折 橋 ・千本 木

7・名 な し

140 [長崎県平戸]

B5判 56件 形式A

 昭 和39年 にお こな った調 査 。

[目次]

 1.平 戸 ・新 町 ・職 人 町 ・浦 の 町 ・宮 の町

石 川 ・大 野 ・木 引 5.岩 之 上 6.失 名

2.魚 之 棚 ・崎 方 ・大 久 保 3・鏡 川 4・戸

141 [熊本 県]

B5判 119件 形式A

 昭 和42年6・7月 にお こな った 調査 。

旧 次l

 l.熊 本 市 2.荒 屋 市 3・八 代 市 4.水 俣 市 5.鹿 本郡 6.天 草 郡 7,宇 土郡 8・菊

池郡 9.上 益 城 郡

142 [大分 県 日田市]

B5判 67件 形式A

 昭 和39年10月 にお こな った調 査 。

旧 次]

243



                        国立民族学博物館研究報告別冊  8号

 1.中 央 通 ・淡 窓 町 2.御 幸 通 ・港 町 3.上 城 内 ・北 豆 田 ・丸 山 4.丸 の 内 ・城 町 ・

中城 町 5.三 本 町 ・南 豆 田 ・庄 手 6.田 島 ・今 津 ・玉 川 7.日 田 ・失 名

143 1酢と雑 煮 宮 崎 県

                           B5判 167件 形 式A

 昭 和30年10～12月 にお こな った調 査 。

1職 臼欄 延岡市 練 臼欄 縢 錬 諸県郡 麟 郡 備 市

144 [宮崎県日南市]

                           B5判 155件 形式A

 昭和42年7月 におこなった調査。

[目次]

 1.油津町 2.大堂津町 3.細 田町 4.吾 田町 5.飯 肥町 6.酒谷村 7.鶏戸村

145 [鹿児島県]

                           B5判 215件 形式A

 昭和42年5・6月 におこなった調査。

[目次]

 1.出水市 2.大 口市 3.阿久根市 4.川 内市 5.串本野

146 [鹿児島県薩摩郡]

                           B5判 96件 形式A

 昭和42年5月 におこなった調査。

[目次]

 1.東郷町南瀬 ・山田 ・斧渕 ・鳥丸 2.上甑村 3.下甑村 4.不 明

147 [鹿児島県日置郡]

                           B5判 107件 形式A

 昭和42年5・6月 におこなった調査。

[目次]

 1.東市来町 2.伊集院町 3.日 吉町 4.金 峰町
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148 鹿 児 島 市 ・鹿 児 島郡

                           B5判 159件 形 式A

 昭 和42年 に お こな った 調 査。

旧 次]

 1.鹿 児 島市 田上 ・宇 宿 ・上 福之 ・下 福 之 ・塩 屋 ・原良 町 ・西 田町 ・武 町 ・上 荒 田町

・高麗 町 ・南 林 寺 ・下荒 田町 ・郡 之 町 ・平 田 ・山 田 ・薬 師堂 ・新 屋敷 2 ,小 野 ・上 伊

敷 ・下伊 敷 ・小 山 田 ・坂 元 ・下 田 ・吉 野 ・稲荷

149 【鹿 児 島姶 良 郡 ・国 分市]

                            B5判 96件 形 式A

 昭和42年5・6月 にお こな った調 査 。

旧 次]

 1.加 治 木 町 ・反 土 ・本 町 ・小 山 田 ・西 別 府 ・港 町 ・錦江 町 ・仮 屋 町 ・諏 訪 町 ・木 田

2.姶 良 町 ・鍋 倉 ・脇 元 ・東 餅 田 ・下 名 ・西 餅 田 ・平 松 3.隼 人 町 4,溝 辺 町 5.横 川

町 6.蒲 生 町 7・国分 市 新 町 ・下 井 村 8.牧 園 町 9.霧 島 町 10・吉 松 町 ・泉 町 ・山

手 町 ・千 代 田町 ・緑 町 ・折 口町 ・新 町 ・西 本 町 ・旭 町 ・住 吉 町 ・汐 見 町 ・宮 前 町 亀 沢

町 ・日之 出 町 ・中 町

150 指 宿市 ・揖 保 郡 [鹿児 島県]

                           B5判 156件 形 式A

 昭 和42年5・6月 にお こな った調 査 。

[目次」

 1・指 宿 市十 町 ・十 二 町 ・西 方 ・東方 ・新 西 方 ・宮 の 前 ・小 牧 ・岩 本 ・池 田 ・西 方 大

園原 ・今 和 泉 2.指 宿 郡 山川 町 ・開 酷 町 ・頴 娃 町 ・喜 入 村

151[鹿 児 島 県加 世 田市 ・川 辺 郡 ・枕 崎市]

                           B5判 114件 形 式A

 昭 和42年1.月 と5～7月 にお こな った 調 査。

[目次1

 1.加 世 田市 益 山 ・唐 仁 原 ・武 田 ・内山 田 ・津 貴 2.川 辺 郡 川 辺 町 3.知 覧 町 4.坊

津 町5.枕 崎 市 道 野 村6.東 鹿 篭 村7.西 鹿篭 村8.別 府9.木 原村10.大 塚 ・手

ノ山 9.枕 崎 町 ・東 本 町 ・高 見
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152 [鹿児島県噌喚郡他]

                           B5判104件 形式A

 昭和42年5～7月 におこなった調査。

[目次]

 1。噌於郡 2,肝付郡 3.垂水市 4.熊毛郡 5.大 島郡 6.名瀬市

153 正月 東海 ・北陸

                       A5判 22件

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポート

旧 次]

 1.福井 2.石川 3.富 山 4。新潟 5.福島 6.宮城 7.北海道

10.愛知 11.山梨 12.茨木

縦 書 き レポ ー ト

8.三 重 9.岐 阜

154 酢 と雑 煮 伊 勢 ・尾 張 ・参 河

                            B5判109件 形 式A

 昭 和31年2・8・9・10月 にお こな った 調 査。

[目次]

 1.鈴 鹿 2.三 重 ・河 芸 ・津 ・四 日市 ・桑 名 3.名 古 屋 4.飛 島 5.春 日井 6.大 野

・知 多 ・横 須 賀 ・上 野 7 .常 滑 ・苅 屋 ・古 場 8.常 滑 ・桧 原 ・熊 野 9.美 浜 ・野間10.

美 浜 ・柿 並 ・内扇 ・若松 11.内 海 ・豊 浜 12.武 豊 13.阿 久 比 ・大府

155 正月 東海 ・北陸 ・奥羽 昭二八   '

                       B5判 18件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次]

 1・三重 2・東海 3・東京 4・関東 5.北陸 6.奥羽

156鮮 と雑 煮 津 川 東 蒲 原 [新潟 県 ・福 島県]

                            B5判133件 形式A

 昭和34年10月,昭 和35年5・6月 にお こな った 調 査 。

[目次]

 1・津 川2・ 津 川 外 郊3・ 鹿 瀬 ・日 出谷4.鹿 瀬 村 ・豊 見 ・当麻 ・赤 崎5.三 川 ・各

花 ・五 十 島 ・岩 谷6・ 三 井 ・吉 津 ・川 口 ・その 他7.上 川 ・九 島 ・広 瀬 ・粟 瀬 ・その
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他8.会 津 ・付 不 備

157 正 月 各 地 昭 三三

                       A5判 35件

 学 生 の書 いた 「正月 の食 生 活 につ いて 」 の レポ ー ト。

[目次]

 1.三 重 ・滋 賀 2.岐 潟 3.石 川 ・福 井 4.新 潟 5。福 島 6.両 備

・広 島 9.島 根 ・鳥 取 10.高 知 ・徳 島 11.香 川 12 .愛 媛

縦 書 き レポ ー ト

7.美 作 8.山 口

158盆 と正月 東海 ・北陸 ・関東 昭三二

                       A5判 35件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「盆の風習と食生活」および 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次]

 1.福井 2.石川 3.富 山 4.新潟 5.三 重 6.東 海 7.関東 8.東北 9.北海道

159 酢 関東

                                10片 袋入 り

 年代不明だが,昭 和27・28年 ごろのものと思われる。書類袋に,ガ リ版印刷調査票

と知人に鮮のことを問いあわせた返事などを集めたもの。なお,山 梨大学学芸部(当

時)の 調査による,広 域にわたる調査統計表がふ くまれている。

[目次]

 1.群馬県甘楽郡秋畑 2.千葉県山城郡白里 3.千葉県佐倉市 4.東京都中央区新富

町 5.東京都荒川区三河島町 6.東京都港区麻布 7.神 奈川県足柄郡中井町 8.山 梨

県北巨摩郡清里村

160 正 月 料 理 東 国 ・西 国 昭三 〇 の 四

                       A5判 23件 縦 書 き レポ ー ト

 学 生 の 書 い た 「正 月 の食 生 活 につ い て」 の レポ ー ト。

[目次]

 1.岡 山 ・備 前 ・備 中 ・美作 2.鳥 取 3.徳 島 ・香 川 ・愛媛 4.石 川 ・富 山 ・青森

5.静 岡 ・関 東

161 鱗… 北 陸 昭28

B5判 47件 形 式B・C・D・ レ ポ・一 ト
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 鮮に関するレポートとアンヶ一トが,混 って綴ってある。

[目次]

 1.福井 2.石川 ・能登 4.富 山 5.新潟 ・越後 6.新潟 ・佐渡

162鮮 北陸

                          22片 袋入 り レポー ト

 年代不明だが,消 印などより昭和28年 ごろのものと思われる。鮮 にかんする学生の

レポートと,知 人に鮮について問いあわせ返事を書類袋に集めたもの。

[目次]

 1.福井県小浜市 2.福井県大飯郡 3.福井県三方郡 4.福 井遠敷郡 5.福 井県今立

郡6.福 井県坂井郡7.福 井市8.富 山市

163 鮭 と雑煮 越前(坂 井郡)・ 加賀 [福井県 ・石川県]

                            B5判 92件 形式A

 昭和31年9月 におこなった調査。

旧 次]

 1.吉 崎 2.浜坂 3.三 国 4.新保 5.木部 6.川西 7.石 川 ・鳳至 8.大聖寺 9.

塩屋

164 酢アンケー ト 中国 ・九州 ・近畿 ・東北 昭二九

              B5判 43件 横書き 形式A・E・L・M・N・0

旧 次]

 1.大阪 ・兵庫 2.京都 ・福井 3.中 国 ・九州 4.山形

165 鮭 と雑煮 舞鶴 [京都 ・福井県]

                           B5判 117件 形式A

 昭和35年1月 におこなった調査。

[目次]

 1.舞鶴 ・西舞鶴 2.舞i鶴・余部 ・新舞i鶴 3.舞i鶴・四所 ・高野 ・中筋 ・池内 4・舞

鶴 ・倉橋 ・志楽 ・西大浦 5.綾部 ・福知山 ・大江 ・宮津 6.若狭 ・高浜 ・大飯

166 正月 行事と料理 昭三〇 ・一月

                       B5判 52件 横書き レポート

 学生の書いた 「正月の食生活について」の レポート。
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[目次]

 1・滋 賀県 伊 香 ・東 浅 井 ・坂 田 ・長 浜 ・彦 根 ・犬 上 ・愛 知 ・神 崎 ・蒲生 ・甲賀 ・野 洲

・栗 太 ・滋 賀 2 .京 都 府 3.福 井 県 4.和 歌 山県 5.徳 島 県 6・長 崎県 7.愛 知 県 名

古屋 市

167 正 月 京 都 ・滋 賀 昭二 八

                       A5判13件 縦 書 き レ ポー ト

 学 生 の 書 いた レポ ー トを綴 った もの で あ る。

旧 次]

 1.京 都 2.滋 賀 3.清 水 ・奥 清水 4.小 野 ・広 岡 ・呉 石 5.油 田 ・老 ケ 谷 6.中 川

・落 合 7 .跡 川 ・仮屋 ・曳 舟 ・上 平 8.不 明 9.引 佐 ・湖 原 ・浜 松

168 正 月 京 都 ・大 阪 ・兵 庫 ・滋 賀 そ の他 昭二 八

                        B5判 103件 横 書 き 形 式0

[目次]

 1.京 都 府 2.三 島 ・吹 田 ・茨 木 ・高槻 3.豊 能 ・池 田 4.兵 庫 5.伊 香 6.東 浅 井

 7.坂 田 8.長 浜 9.彦 根 10.犬 上 11.愛 知 ・神 崎 12.蒲 生 13.甲 賀 ・野 洲 ・栗

太14.大 津15.大 連 ・千 葉 ・東京 ・長崎 ・和 歌 山

169 鮮 と雑 煮 近 畿 ・近 江 ・大 和 ・京 阪 ・丹 波

                            B5判 84件 形式A

 昭和31年10月,32年8月 ・9月,33年9月,35年1月 に お こな った 調 査。

[目次]

 1.京 都 ・大 阪 2.東 能 勢 3.篠 山 4.下 市 5.野 洲 ・草 津 6.八 幡 7.八 日市 ・神

崎 8.蒲 生 ・彦 根

170 正 月 近 畿 昭三 三

                       A5判 37件 縦書 き レポ0ト

 学 生 の書 い た 「正 月 の食 生 活 につ いて 」 の レポ ー ト。

[目次]             1

 1.京 都 府 2.大 和 3.紀 伊 4.神 戸 5.摂 津 6.淡 路 7.播 磨 8、但 馬 9、丹 波

171 正 月 近 畿 昭二 八

                       B5判 21件 縦 書 き レポ ー ト
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 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次]

 1.[京都]2.滋 賀 3.奈 良 4.兵庫

172 正月 関西(場 所不明 ・上方風) 昭こ八

                      A5判 17件 縦書き レポート

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

旧 次]              ・

 1.関西(大 阪)風

173 [高槻(大 阪府)他]

                           B5判 108件 形式A

 昭和39年6・7.月 にお こなった調査。

旧 次1

 1.高槻 2.服部地区 3.服部 4.欠 名 ・服部? 5.塚脇 ・西河原 6。大蔵司 ・浦堂

7.原 8.樫 田地区 9.田 能 10,二 科 ・杉生 11.出 灰 ・京都府を含む 12.中畑 ・外

畑(京 都府)

174 正月 京阪神 昭三一

                      A5判 10件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

旧 次]

 1.京都 2.大阪 3.兵 庫

175 正月料理 近畿 昭三〇の二

                      A5判 9件 縦書き レポート

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次]

 1.京都 2.和歌山 3.兵庫

176盆 と正月 東近畿 京都 ・奈良 ・和歌山 昭三二

                      A5判 51件 縦書き レポート

 学生の書いた 「盆の風習と食生活」および 「正月の食生活について」のレポート。

[目次]

 1・京都府山城 ・丹波 ・丹後 2.奈良県奈良市 ・生駒 ・磯城 ・山辺 ・高市 ・北葛城 ・
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南葛城 3.紀伊 4.近江

177 正月 奈良 ・和歌山

                       A5判 18件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」の レポ0卜 。

旧 次]

 1.奈良 2.和歌山

178 鮮と雑煮 近畿及びそれ以西

                            B5判 111件 形式A

 昭和32年6月 におこなった調査。
                   、

旧 次]

 大阪 ・守口2.豊 中 ・箕面 ・池田3.吹 田 ・茨木 ・高槻4.枚 方 ・布施 ・八尾 ・岸

和田 5.川西 ・尼崎 ・西宮 ・芦屋 ・伊丹 ・宝塚 6.有馬 ・氷上 7.大和 ・紀伊 8.岡

山 9.広島 10.大 朝 11.四 国 ・九州

179 外語 不完

                        13片 横書 き 袋入り 形式A

 昭和39年1月 におこなった調査。学生に調査票形式Aの ワクを各自につくらせ,答

えさせたもの。

[内容]

 1.京都府 2.大 阪府 3.兵庫県 4.岡山県 5.宮崎県

180 孟蘭盆 昭三一

                       B5判 18件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「お盆について」のレポー ト。

[目次]

 1.近畿 2.出雲 3.そ の他

181鮭 山陰

                             4片 袋入り 手紙

 年代不明だが,消 印か ら昭和28年 頃のものと思われる。知人に鮮について問い合せ

た返事を書類袋に集めたもの。
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[目次]

 1.鳥取県下全土 2.鳥取県東伯郡 3.島根県松江市 4・島根県美濃郡

182酢 山陰 昭二八

                      B5判 55件 横書 き 形式E・K

旧 次]

 1.東伯 2.西伯 3.日野 4.米子5.安 濃6.逓 摩7.邑 智 8.那賀 9.浜 田 10・

隠岐

183 正月 山陰 昭二八

                        B5判 56件 横書 き 形式0

[目次]

 1.東伯 2.西伯 3,日 野 4.米子 5.松江 6.能 義 7.八束 8.簸 川 ・出雲 9・大

原 ・仁多10.安 濃 ・遽摩i11.邑 智 ・那賀12.隠 岐

184酢 石見 昭二九

                        〇5判67件 横書 き 形式A

 昭和29年11・12月 におこなった調査。

[目次]

 1.大田 2.浜 田 3.三隅 4.益 田 5.津和野

185 正月雑煮 松江 昭三一

              B5判 63件 横書 き この調査だけに使用 した形式

[目次1

 1.鳥取県西伯郡 2.東伯郡 3、鳥取市 4.境 港市 5.米子市 6.島根県安来市 7.

能義郡8.松 江市9.八 束郡10.斐 川郡11.出 雲市12.大 原郡13.飯 石 郡14.

周吉郡 15.日 野郡 16.江 津市 17.浜 田郡 18.大 田郡 19.邑智郡

186 鮮と雑煮アンケー ト 島根県東部 ・鳥取

                        B5判 45件 横書き 形式A

 昭和32年6月 におこなった調査。

[目次】

 1.知夫 2.龍義 3・安来 4・佐摩 5・伯替 6.因 幡
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187 鮭と正月料理 中国五県 昭二八～三九

                        B5判 95件 横書き 形式A

 昭和30年1・2月 と38年1月,39年1・2月 におこなった調査。

[目次]

 1.備 中 2.尾道 ・御調 ・三原 3.世羅 ・双三 4.安芸 5.山 口 6.出雲 ・平田以西

7.松江以東 8.石見 ・隠岐 9.鳥取

188 酢と雑煮アンケー ト 山陰 ・広島 ・岡山 ・栃木

                       B5判 100件 横書き 形式A

 昭和33年6月 と34年6・9月 におこなった調査。

[目次]

 1.八束 2.片江 3.七類 4.千酌 5.簸川 6.坂浦 7.飯石 8.石 見 9.隠岐 10.

伯蕎 11.広島 12.岡山 13.栃木

189 鮮 附正月 中国 昭二八

                    B5判 25件 横書き 形式C・D・F

[目次]

 1.備 中 ・備前 2.美作 3.広 島 4.山 口

190盆 と正月 中国 昭三二

                       A5判 40件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「盆の風習と食生活」および 「正月の食生活について」のレポート。

[目次]

 1.備 前 2.備中 3.美作 4.備後 5.周防 6.長門 7.因 幡 8.伯誉 9.出雲

191鮮 山陽

                            12片 袋入 り 手紙

 昭和28年 頃の ものと思われる。知人に鮮 について問いあわせた返事を集めたもの。

[内容]

 1.山 口県防府市 ・山口市 ・熊毛郡 ・阿武郡2.岡 山県王野市 ・邑久郡3.兵 庫県高

砂市 4.広 島県呉市 ・尾道市 ・高田郡 ・豊田郡

192 鮮 中国筋 昭二九 ・-O

                            B5判 32件 形式A
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 昭 和29年10月 ～30年1月 にか け て お こな った 調査 。

[目次]

 1.沼 貫 2.津 山 3.新 見 4.山 口 5.田 布 施

193 ,,.,と雑煮 広島 ・山口 昭三一

                            B5判73件 形式A

 昭和30年12月 と31年1～3月 におこなった調査。安下庄地区の地域図,室 津地区の

正月料理の解説文が付されている。

[目次]

 1,靹 2。宮島 3.安下庄 4.麻郷 5.室津 6.上 ノ関

194 正月 中国 ・四国

                       A5判 20件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次]

 1.岡山 2.広 島 3.山 口 4.島根 5.愛媛 6.香川 7.徳島 8.高知

195鮭 四国 昭二八

B5判 41件 縦書き この調査だけに使用 した形式

[目次]

 1.伊 予 2.讃 岐 3.阿 波 4.土 佐

196鮮 四国

                        10片 袋入り レポー ト・手紙

 四国における鮮についての学生のレポー ト,お よび,知 人たちへの問いあわせの返

信を集めたもの。

[内容]

 1.愛媛県温泉郡 ・松山市 ・今治市 2・香川県三豊郡 ・仲多度郡 ・木田郡 3・高知県

高知市 ・安芸市 ・安芸郡 4。徳島県麻植郡

197鮮 ア ンケ ー ト 香 川 ・愛 媛 1954～1955

B5判 83件 形式A

[目次]

 1.愛媛県宇摩郡川之江 2.今治 3・喜多郡大洲 4.宇和島 5.香川県大川郡津田 ・
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志度 6.木田郡 7.香川郡香西 8.仲多度郡琴平 9.丸亀

198 盆と正月 四国 ・九州 昭三二

                       A5判 50件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「盆の風習と食生活」および 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次1

 1.愛媛 2.香川 3.美馬 ・徳島市 4.那賀 ・海部 5.高知 6.福岡 ・長崎 ・熊本

7.鹿児島

199 正月 中国 ・四国 ・九州 昭二八

                       B5判16件 縦書き レポート

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次1

 1.岡山 2.広島 3.四 国 4.九州

200 正月 九州 昭二八

                       A5判 14件 縦書き レポート

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次[

 1.鹿児島 2.宮 崎 3.大分 4.福岡 5.佐賀 6.長崎

201 鮮と雑煮 熊本 ・大分

                           B5判 100件 形式A

 昭和30年10月 におこなった調査。

[目次]

 1・大分県竹 田市 2.直入郡 3.臼杵市4.佐 伯市5.南 海部郡 6.熊 本県 阿蘇郡

7・球磨郡 8・人吉市

202 正月 場所不明 ・田舎風 昭二八

                       A5判 13件 縦書き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次]

 1.関東風

                                    255
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203 正月 場所不明 昭二八

                       B5判 23件 縦書 き レポー ト

 学生の書いた 「正月の食生活について」のレポー ト。

[目次] なし

2 酒造関係

 昭和28～32年 のあいだに全国の酒造業者200軒 を訪問し,酒 造慣行について,質 問

票を使用 して,先 生みずか ら聞きとり調査 した結果が,『 酒屋万流』 という手製本に

まとめられている。酒造法の機械化が進行する以前の調査であるので,伝 統的な酒造

慣行についてまとめた資料として,酒 造研究者にとっては重要な研究材料 となるであ

ろう。調査 した200軒 のなかには,現 在は廃業 したものもおおくふ くまれている。

 すべてが,お なじ質問票を使用した調査であり,質 問票の形式を次頁以後に例示 し

ておく。1冊 つつの[目 次]に は調査対象となった業者の酒銘と所在地が記されてい

る。
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 酒 造 慣 習 調 査 票No. 昭和
,年 月 日調

銘

柄

蔵 の位 置

製 造 者

府

県

市

郡

町 字

村
丁 目

代 表 者

有 限   会 社
株 式

歴  史

銘柄の変遷

現  況

   明 治

創 業 大 正

   昭 和

   年頃 旧藩時代より

(再 開 昭和 年 年前)

特 級

一 級

二 級

石 くらい

石 くらい

石 くらい

味 淋

焼 酎

石 くらい

石 くらい

8

9石

10

仕舞 仕込蔵の数' 棟
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1厘 氏について1

出身地
府

県

市

郡 撫 勤続 年目

採 用  縁故 組合 官庁他の蔵の主人 この蔵で昇進 引ぬき 前杜氏すいせん

前

任

者

出 身 地

府
県

市郡 町村

勤  続

年位

や め た 理 由

老令 不醸 素行

司 蔵人の組織]

頭

大 師

翫 廻 り

釜 屋

道 具廻 し

上 人

中 人

下 人

飯 炊

精 米 師

蔵での呼方 人 数
府

県
郡
市

町
村

● ● ●

●

o ●

●

● ●

●

● ●

●

○

● ●

●
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皿雁 仰につ匠}

祀 る 神 々

醜 日

仕込蔵 松 尾 住 吉

釜   荒 神 愛 宕

店   稲 荷 エビス

梅 宮 日 吉

秋 葉

原則として冬至  冬至に拘らず一応暦は見る

寅の日丈は嫌う  暦は一切かまわない

N匿 米について[

産 地 品 種

麹 米

翫 米

掛 米

府

県

郡

市
村

府

県

郡

市

府

県

郡

市

精米方法 水車 霊 鰍(暢 佐竹沖 相 式)

v歴 造作到

麹 室 の 形 態:二 階,岡,半 岡,地 室

麹 種 の仕 入 先:命,樋 口,黒 ばん,田 中

翫 の 種 類:生 翫,山 廃,速 醸,甘 酒

桶 の 種 類:仕 込桶 杉,磁 斑

      枝 桶  〃 〃

      貯蔵桶  〃 〃

搾 り 方:し め木,ジ ャッキ,油 圧 器

醒 の 輸 送:桶,ポ ンプ,ホ ース

火 入 れ:直 火,二 重釜,蛇 管

初 し ぼ り: .月 日ごろ

新 酒 口 切 り:  月  日ごろ
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唄 作業手面

入 込:  月  日ごろ

秋 洗 い:  月  日ごろ  夏 洗 い:  月 ・ 日

  湯洗い 薬品(H202    HCL     )

甑:宵 朝  時 ごろ

杜 氏の引揚 げ=    月   日ごろ ,

帰 国 の 土 屋:杜 氏

平 人

斗       本        本
   頭       大師
貫        貫         貫

本         本   追廻し

貫          貫

w序 の 画

 [1.5頁分の記入欄]

咽 酒 弧

 [1頁 分 の記入欄]
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001酒 屋万 流 第一 冊 No・1～20 (瀬戸 内 海 の 島 々,安 芸 津,笠 岡,彦 根,飯)

                           s5判 横 書 き 120頁

[目次]

 1.浮 世 の 友 一広 島 ・因 島 ・土 生 2.太 平 洋 一 広 島 ・因 島 ・土生 3.寿 保 一愛 媛 ・越

智 ・岩 域 4.笹 の 井 一広 島 ・越 智 ・余 所 国 5.藤 の 井 一 広 島 ・越 智 ・津 倉 6.酔 菊 一

広 島 ・豊 田 ・木 之 江 7,誠 鏡 一 広 島 ・豊 田 ・竹 原 8.竹 鶴 一広 島 ・豊 田 ・竹原 9.本

福 一広 島 ・豊 田 ・竹 原 10.此 花一 広 島 ・賀茂 ・安 芸 津 11.関 西一 一 広 島 ・賀茂 ・安

芸 津 12.金 泉 一 広 島 ・賀 茂 ・安芸 津 13.冨 久 長 一 広 島 ・賀茂 ・安 芸 津 14.日 の 丸

一広 島 ・賀 茂 ・安芸 津 15 .蘭 菊 一 広 島 ・豊 田 ・三 原 16.酔 心 一 広 島 ・豊 田 ・三 原

17.大 泉 一 岡 山 ・山 田 ・笠 岡 18.磯 自慢 一 岡 山 ・小 田 ・笠 岡 19.大 老 一 滋 賀 ・犬 上

・彦根 20.湖 北 一 滋 賀 ・坂 田 ・飯

002酒 屋万 流 第 二 冊 No.21～40 (豊岡,松 江,赤 名,三 次,手 原,金 瓢)

                           B5判 横 書 き 120頁

旧 次]

 21.初 花一 兵 庫 ・城 崎 ・豊 岡 22.真 寿 鏡 一 鳥 取 ・米 子 23.国 輝 一 島根 ・松 江 ・茶

町 24.豊 の秋 一 島根 ・松 江 ・東本 町 25.東 川 一 島 根 ・八 束 ・大 芦 26.太 平 洋 一 島

根 ・八 束 ・佐 太 27.李 白一 島 根 ・松 江 ・石橋 28.都 の 花 一 島根 ・松 江 ・石 橋 29.

出雲寿 一 島根 ・松 江 ・京 店 30.天 界 一 島 根 ・能 義 ・安 来 31.山 三 正宗 一 島根 ・簸 川

・平 田 32 .絹 の峯 一 島根 ・飯 石 ・赤 名 33.金 井 正 宗 一 広 島 ・双三 ・三 次 34.美 和

桜 一 広 島 ・双 三 ・三 次 35.真 寿 の 井一 広 島 ・双 三 ・三 次 36.白 蘭 一 広 島 ・三 次 37.

雪 心 一広 島 ・双 三 ・三 次 38.寿 栄 一兵 庫 ・赤 穂 ・上 郡 39.里 司 一 滋 賀 ・粟 太 ・手 原

40.金 瓢 一京 都 ・左 京 ・古 門前

003酒 屋 万 流 第 三冊 No.41～60 (京 都,滋 賀,丹 波,能 勢,池 田)

                           B5判 横 書 き 124頁

[目次]

 41.白 精 一 茨木 ・摂 津 銘 醸42.艶 正 宗 一 茨 木 ・中尾 酒 造43.和 原 一 茨 木 ・大 阪 酒

類 醸造 44.富 士 千 歳 一 京 都 ・松 井 45.万 両 一 茨 木 ・藤 井 46.文 正 宗 一 茨木 ・田 中

47.道 灌 正宗 一草 津 ・太 田 48.緑 一 一池 田 ・吉 田 49.帝 釈 正宗 一 小 河 ・丹 波 酒 造

50.公 卿 家 一下 瀧 ・多 紀 酒 造 51.鳳 鳴 一篠 山 ・多紀 酒 造 52.鳳 鳴 一大 山 ・多 紀 酒 造

53.鳳 鳴 一 味 間 ・多 紀酒 造 54.を だ巻 一 住 ・野 々 口 55.小 桜 一 園部 ・園部 酒 造 56.

大 江 山 一八 木 ・八 木 酒 造 57.桜 川 一 歌垣 ・能 勢 酒 造 58.秋 鹿 一 倉 垣 ・北 摂 銘醸 59.

                                    261
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稲 根正 宗 一 京 都 ・大 黒 酒造 60.静 海 一 京 都 ・平 野 勘 兵 衛

004酒 屋 万 流 第 四 冊 No.61～80 (三 河,京 都 伯 備 線,出 雲)

                           B5判 横書 き120頁

[目次]

 61.宝 菊 一 西 尾 ・鈴木 62.菊 養老 一 京 都 ・大 門 63.福 寿 一 京 都 ・第 一酒 造 64.男

鶴 一 京 都 ・富 田 65.養 神 一 三 谷 ・竹 内 66.鶴 亀 一 棚 尾 ・斉 藤 67.昇 勢 一柵 尾 ・永

井 68.自 慢 長 一 棚 尾 ・長 田 69.大 典 一 成羽 ・渡 辺 70.国 吉 一 地 頭 ・浅 野 71.吉 備

美 人 一 地 頭 ・山本 72.鯉 正 宗 一 高 梁 ・永 井 73.伯 誓 富 士 一 生 山 ・山上 74.暁 山一

境 ・西 谷 75.秀 蘭 一境 ・杉 谷 76.福 授 一 出雲 ・今 岡 ・今 岡 77.白 梅 一 出雲 ・山 田

78.旭 日一 出 雲 ・佐 藤 79.八 千 予一 大 社 ・古 川 80.神 遊 一大 社 ・金 山

005酒 屋 万 流 第 五 冊 No.81～100 (出雲,因 幡,京 大 阪,播 州)

                           B5判 横 書 き 124頁

[目次]

 81.神 酒 一 大社 ・出雲 大 社 82.長 年 一淀 江 ・石 原 83.不 ニ ー 御 来 屋 ・角 谷 84.泉

川 一 赤 崎 ・酒林 85.此 君 一倉 吉 ・高 田 86.元 師 一 倉 吉 ・倉 都 87.香 住鶴 一 香 住 ・

福 本 88.交 野 桜 一 私 部 ・山野 89.魚 崎 一 魚 崎 ・大 塚 90.玉 旭 一 八 尾 ・玉 旭 91.朝

日酉 一 富 田 ・石 井 92.天 王 山一 伏 見 ・伏 見 銘 醸 93.巴 菊 一 京 都 ・松 岡 94.雪 彦 山

一 前 之 庄 ・壺坂 95 .菅 公 一尾 上 ・小 南 96.ひ め錦 一 妻 鹿 ・民 谷 97.酔 三 味 一 書 笑

・山中 98 .山 陽 盃 一 山崎 ・壺 坂 99.老 松 一 山崎 ・前 野 100.三 笑 一 山 崎 ・前 野

006酒 屋 万 流 第 六 冊 No・101～120 (若 桜,浦 富,守 山,和 食,高 知,宿 毛)

                           B5判 横 書 き 122頁

[目次]

 101.弁 天 娘 一若 桜 102.端 泉 一浦 富 103.栄 爵 一 守 山 104.若 松 一 和 食 105,大 漁

一 牟 岐 106 ・稲 錦 一 甲 浦 107.国 の 花 一 甲 浦 108.菊 水 一 安 芸 109.玉 の 井 一 安 田

110・土 佐 鶴 一 安 田 111.花 の友 一 高 知 112.玉 杯 一 宇 佐 113.玉 杯 一 宇佐 114.玉 杯

一須 崎 115 ・玉 杯 一 日下 116.四 季 の 友 一入 野 117.小 袖 貝 一 入 野 118.藤 娘 一 中村

119.金 鯛 一 清 水 120.生 之 鶴 一 宿 毛

007 酒 屋 万 流 第 七 冊 No.121～140 (若 松,伊 方,竹 田,福 知 山,津 山,石 州,

  田 布施,津 田)

                          B5判 横 書 き 122頁
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旧 次]

 121.万 楽 一 若 松 122.さ く ら美 人 一畑 地 123.力 草 一宇 和 島 124.日 々のカ ー 伊 方

 125.宮 の舞 一伊 方 126.玉 つ る ぎ一 竹 田 127.菊 の 春 一 福 知 山 128・諸 白一 津 山

129.吉 井 川 一 津 山 130.御 前酒 一 勝 山 131.千 鳥 一新 見 132.白 仙 一大 田 133.桜 川

一 大 森 134 .老 鶴 一 浜 田 135.明 の松 一 三 隅 136.社 頭 の松 一 三 隅 137.宗 味 一 益 田

 138.魁 瀧 一 津和 野 139.熊 毛 鶴 一 田布 施 140.琴 の露 一 津 田

008酒 屋 万 流 第 八 冊 No.141～160 (四 国,米 子,出 雲 東 部)

                           B5判 横 書 き 122頁

旧 次]

 141.玉 木 一 玉 浦 ・志 度 142.金 陵一 琴 平 ・西 野 143.月 星 一 丸 亀 ・曽川 144.日 の

丸 一比 地 大 ・安 藤 145.金 城冠 一川 之 江 ・合 田 146,山 丹 正 宗 一 今 治 ・八 木 147.し

ら玉 一 小 田町 ・竹 内 148.玉 杯 一□ 原 ・氏 原 149.司 牡 丹 一 佐 川 ・竹 村 150.阿 波 踊

一 池 田 ・真 野 151 .富 士 の雪 一 脇 ・脇 町 酒造 152.八 福 神 一 鴨 島 ・武 智 153.八 鶴 一

桑 野 ・近 清 154。花 の 春 一 鳴 門 ・多 智 花 155.旭 桜 一 手 間 ・坂 田 156.御 東 一 安 養 寺

・深 田 157.真 寿 鏡 一 米 子 ・益 田 158.ト ップ水 雷 一 米 子 ・稲 田 159.出 雲 大 衆 一 掛

合 ・竹 下 160.簸 上 正 宗 一 横 田

009酒 屋 万 流 第九 冊 No.161～180 (野 洲,東 九 州,甲 賀)

                           B5判 横 書 き 126頁

[目次]

 161.代nの 君 一 野洲 ・川 西 ・中北 162.穂 津 菊 一 野 洲 ・杉 江 ・中西 163.錦 旗 一 野

洲 ・小 森 164.初 緑 一 野洲 ・富 波 ・角 165.千 代 司 一 野洲 ・守 山 ・岡 田 166.王 の春

一 野 洲 ・野 洲 ・宇 野 167 ,暁 一 野洲 ・小 籔 原 ・鷲 田 168.星 の 司 一 野洲 一 永 原 ・白井

169.八 岐 一 野 洲 ・永 原 ・福谷 170.万 寿 玉 一大 分 ・大 野 ・野 津 ・赤嶺 171.龍 梅 一

大 分 ・大 野 ・野津 ・藤 居 172.飛 鳥 一 大 分 ・直 入 ・竹 田 ・吉川 173.竹 泉 一 大 分 ・直

入 ・竹 田 ・熊 谷174.神 の杉 一 熊 本 ・阿 蘇 ・内之 牧 ・大 津175.霊 山一 熊 本 ・阿 蘇 ・

高 森 ・山 村 176.神 都 一 宮崎 ・西 臼井 ・三 田井 ・小 手 川 177.橘 一 宮 崎 ・児 湯 ・高鍋

・黒 木 178 。桜 泉 一 宮 崎 ・児 湯 ・妻 ・児 玉 179.房 の露 一 熊 本 ・球 磨 ・多 良木 ・堤

180.菊 水 一 甲賀 ・下 田 ・植 西

010 酒 屋 万流 第 十 冊 No.181～200 (土 山,三 輪,堺,和 歌 山,石 見,越 前,

  知 多,伊 勢,但 馬,壺 坂)

                           B5判 横 書 き 126頁
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[目次]

 181.正 菊 一 滋 賀 ・土 山 ・藤本 鉄 治 郎 182.三 輪 司一 奈 良 ・三 輪 ・三 福 杉 ・今 西 酒 造

183.新 泉 一 泉 州 ・堺 ・堺 酒 造 184.安 久 一 紀州 ・和 歌 山 ・加 藤直 一 185.玉 の光 一 紀

州 ・和 歌 山 ・中六 酒 造 186.佐 和 正宗 一 石 見 ・粕 淵 ・宮 岡 酒 造 187.朝 光 一広 島 ・大

朝 ・福光 酒 造 188.千 万 両 一石 見 ・市 木 ・氷 見 189.亀 の井 一越 前 ・大 野 190.一 之

谷 一越 前 ・大 野 ・宇 野 191.源 平 一 越 前 ・大 野 ・久 保 192.雲 井桜 一越 前 ・吉 崎 ・和

田耕 栄 193.一 本 義 一越 前 ・勝 山 ・久 保 194.橘 正 宗 一 越 前 ・喪 ・為 田金 作 195.越

之 礒 一 越 前 ・茱 崎 ・礒 見 196.勝 盃 一 尾 州 ・西浦 ・瀧 田 197.子 の 日松 一 尾 州 ・小 鈴

谷 ・盛 田198.喜 代 娘 一伊 勢 ・若 松 ・清 水199.梅 ヶ枝 一 但馬 ・和 田 ・小 谷200.金

剛 カー 大 和 ・高 取 ・臼 井

011酒 屋 万 流 未製 本分No.201-210 ほか に 番 号 の打 た れて い な い もの3通

                               B5判 横 書 き

[目次]

 201,滋 賀 桜 一 田中江 202,朝 日一 シガ ・ヤ ス ・北 里 203.黄 金 菊 一 奈 良 ・天 理 ・柳

本 204.常 磐 一 岡 山 ・菩 田 ・加 茂 205.月 山 一 能 義 ・広 瀬 206.酔 喜 元 一 島根 ・西 伯

・八 橋 207.花 形 一 島 根 ・西 伯 ・由良 208.千 年 一 一 兵 庫 ・津 名 ・仮 屋 209.有 馬 錦

一兵 庫 ・有 馬 ・有野 210 .里 泉 一 兵 庫 ・氷 上 ・柏 原 [番号 な し]陽 気 正宗 一 鳥 取 ・

八 頭 ・河 原 [番号 な し]東 洋美 人 一 鳥 取 ・八 頭 ・河 原 [番号 な し]銀 泉 一 鳥 取 ・八

頭 ・船 岡

3 そ の 他

 飲 食 を主 要 な テ ー マ とす る もの以 外 の ア ンケ ー ト調 査 と学 生 に提 出 させ た レポ ー ト

を 次 頁 以後 に収 録 した。

[凡例]

1) 配 列

 内容 が お な じ,あ る い は タ イ トル が おな じ もの を 近 くに並 べ た。

2) タ イ トル

 合 本 の背 表 紙 に記 され た題 名(袋 入 り資 料 の場 合 は袋 に書 か れ た 題 名)を そ の ま ま

タ イ トル と した。
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篠田統資料目録1(ア ンケートとレポート)

001 民俗住居 湖東

                            B6判 横書き 106頁

 昭和28年 に滋賀県立女子短期大学の栄養学の講義を受講 した学生に課 した夏休みの

レポー トを製本 したもの。

[目次1な し

[内容]

 学生の居住する地域の概況,寺 社の祭礼,年 中行事,行 事食,間 取り図をふくむ家

屋についての報告をさせている。滋賀県の彦根市を中心とした湖東地域についてまと

めたもの。

002 民俗住居 湖北地方

                            B4判 横書き 190頁

[目次]な し

[内容]

 前述 と同じレポー ト。湖北地域についてまとめたもの。

003 民俗住居 湖南 県外

                            B4判 横書き 146頁

[目次]な し

[内容]

 前述と同じレポー ト。大津など湖北地域 と滋賀県外の分をまとめたもの。

004娘 のねがい 湖北 ・湖東 ・湖南 昭二八

                            B5判 横書き228頁

 滋賀県立女子短期大学の学生を対象におこなったと推定されるアンケート票を合本

したもの。昭和28年7月 におこなったものと,昭 和28年11月 におこなったものの2種

類がある。

[目次]

 1.滋賀 2.湖北 3.湖 東 4.湖南

[内容]

 滋賀一7月 のアンケー ト。9項 目の質問を付 した用紙に学生のコース別,何 回生

であるかと姓名を記 し質問の解答が書かれている。質問は家族構成とその職業観,家

族制度等に関するものである。
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 湖 北  11月 の ア ンケ ー ト。 伊 香,東 浅 井,坂 田,長 浜 の 地域 の ア ンケ ー ト用紙 を

綴 って あ る。 ア ンケ ー トの 質 問 項 目は,A.家 庭 現 況, B.結 婚 につ いて, C・家 事 に

つ いて,D.食 生 活 に つ いて の 各 々の 家 庭 にお け る現 況 と将 来 あ るべ き姿 に つ いて の

希 望 で あ る。

 湖 東  11月 の ア ンケ ー ト。 彦 根,犬 上,愛 知,神 崎,蒲 生 の地 域 を対象 と して ま

とめ る。

 湖 南  11月 の ア ンケ ー ト。 甲賀,野 州,栗 太,大 津。

005娘 の ね が い 京 ・阪 ・神 ・滋 ・福 井 ・島 根 ・鳥取 昭二 八

                            B5判 横書 き168頁

 前 述 の11,月 に お こな った もの とお な じア ンケ ー トを他 大 学 の 学生 にお こな った もの。

や は り昭 和28年 の調 査 で あ る。

[目次]

 1.京 都 2.大 阪 3.兵 庫 4.福 井 5.出 雲 6.石 見 7.伯 書

[内容]

 質 問項 目 は滋 賀県 で お こな った11月 の もの と お な じで,目 次 に記 され た地 域 ご とに

ま とめ られ て い る。

006 雲 伯 民俗 間状 昭二 八 ・秋

                            B5判 横 書 き 178頁

 島根 県 と島根 県 の小 学校 に2枚1組 の民 俗 調 査 の質 問状 を だ し,回 答 を得 た もの を

収 録 して あ る。

旧 次]

 1.能 義郡 2.八 束郡 3.簸 川 郡 4.仁 多 郡 5.西 伯郡 6.日 野 郡

[内容」

 地 域 の 概況,社 寺,民 間信 仰,婚 姻,正 月料 理,酢,祭 礼,そ の他 につ い て た ずね

る。

007 民俗 近 江(ア ンケ ー ト) 昭三 〇

                            B5判 横 書 き 96頁

旧 次]

 伊 香 ・東 浅 井,坂 田 ・長 浜,彦 根,犬 上 ・愛 知 ・神 崎 ・蒲 生 ・甲賀 ・野 州 ・栗 太

266



篠田統資料屠録1(ア ンケートとレポート)

[内容]

 「006 雲伯民俗間状」 とおなじアンケー トである。

008 丹波大山六 年中行事アンケー ト

                            B5判 横書き 182頁

 昭和32年 の 「丹波国多紀郡丹南町旧大山村調査」のさいにおこなった年中行事につ

いてのアンケー トを収録 したもの。

旧 次]

 追入 ・宮,上 ・天内 ・荒子新田,高 倉 ・薪,0印 谷 ・長安寺 ・町之田,北 野新田 ・

北野,下,東 河地

[内容1

 とんど,節 分,三 月三 日,五 月五日,苗 代作 り祝,田 植祝,盆,猪 の子,大 みそか,

氏神以外のいろいろな神様という欄があり,そ れぞれについての祝いかたや行事食に

ついてたずねる。

009 年中行事アンケ0ト 丹波 ・宮田

                            B5判 横書き 146頁

 前記の008 「丹波大山六 年中行事アンケー ト」とおな じものを多紀郡西紀村でお

こなったものである。調査時不明。

旧 次]

 丹波 ・多紀郡,旧 北河内,旧 南河内

010 [婚礼の食事]

                            B5判 横書 き 122頁

 結婚,結 納のさいにもちいる食物 ともちいない食物,産 前,産 後によい食物とわる

い食物を学生にアンケー ト調査 したもの。調査時不明。

Ol1家 系シマネ 1960

                         B6判 横書き 63件 袋入 り

 昭和35年 に島根県立女子短大で教鞭をとっていた頃の調査。孔版印刷で調査票をつ

くり,住 所,父 方 ・母方の祖先の名前 ・年齢(死 亡年齢)・ 出身地 ・職業,家 の歴史

を問うたもの。
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Ol2[家 系]

                       B6判 横書き 472片 袋入り

 年代不明(大 阪教育大学で教鞭をとっていた頃のものと思われる)。孔版 印刷 で調

査票をつ くり,住 所,父 方 ・母方の祖先の名前 ・年齢(死 亡年齢)・ 出身地 ・職業,

家の歴史を問うたもの。大阪学芸大 ・島根県立女子短大の学生を対照としている。

Ol3 家系調査記録

                B5判 横書 き 250件 B 6判 17片 袋入 り

 年代不明。父方と母方の祖先(曽 祖父,曽 祖母の ころまで)の 姓名と年齢(死 亡年

齢),出 身地域,職 業をアンケー ト形式で答えさせたもの。 近畿地区のものがおおい

ので,大 阪学芸大の学生を対照としたと思われる。

Ol4 [ロールシャッハ ・テス ト]

                           横書き 389片 袋入り

 昭和28年8月 ごろの調査のもので,能 勢(大 阪府)方 面の地名がみられる。ロール

シャッハ ・テス トの孔版印刷調査票,お よび,そ の集計段階でのメモ多数を集めたも

の。

268


